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基礎看護学教育研究分野
〔学会発表抄録〕
＜ 2013 年 1 月～ 3 月＞
1	 永田亜希子，椿祥子，川上裕子：健康自主管理演習に参加した看護学生の健康状態および生活調整の
変化．文化看護学会第5回学術集会	抄録集，15，2013．
＜ 2013 年 4 月～ 12 月＞
2	 山本利江：パネルディスカッション　看護の創造へ向けた実践と研究の融合　教育者の立場から．千
葉看第19回学術集会講演集，24，2013．
3	 戸嶋りつ子，永田亜希子，斉藤しのぶ，太田潤，山本利江：カンファレンスにおける看護師の対象理
解と看護過程との連関に関する研究．千葉看第19回学術集会講演集，38，2013．
4	 永田亜希子，中村愛，金井友佳：交流集会4　看護師のための“動養プログラム”開発に向けて．千葉
看第19回学術集会講演集，60，2013．
5	 山本利江，和住淑子，斉藤しのぶ：19世紀大英帝国植民地時代のインドに対するF．Nightingaleの諸
活動について．ナイチンゲール研究学会第34回研究懇談会，2013．
6	 和住淑子，山本利江，斉藤しのぶ：「看護婦登録制度論争」におけるF．Nightingaleの認識と行動の
特徴について．ナイチンゲール研究学会第34回研究懇談会，2013．
7	 中村愛，永田亜希子，山本利江，斉藤しのぶ：寛解にある関節リウマチ患者の健康状態の推移と生活
調整の特徴～育児中の女性３事例の分析より．第28回日本臨床リウマチ学会抄録集，154，2013．
8	 Shu	Chun	Chien.,	Yoshiko	W.,	Toshie	Y.,	Shinobu	S.,	Akiko	N.,	 :	The	Effectiveness	of	Nursing	
Concepts	 Inherited	 from	Nightingale	 for	 the	Modern	Medical	Model,	The	2013	 International	
Nursing	Conference	on	Health,	Healing,	&	Harmony:Nursing	Values,	ID00050－6,	2013.
〔単行書〕
＜ 2013 年 1 月～ 3 月＞
9	 川上裕子：日本における保健婦事業の成立と展開－戦前・戦中期を中心に－．風間書房，2013．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2013 年 4 月～ 12 月＞
10	 川上裕子，椿祥子，濵田慎，大野朋加，斉藤しのぶ，山本利江：新カリキュラムに基づく看護学教育
に関する報告－平成24年度統合実習および看護学セミナー統合の基礎看護学教育研究分野における授
業展開－．千大看紀要，35，9－14，2013．
11	 坂上明子，谷本真理子，増島麻里子，斉藤しのぶ，小澤治美，中村伸枝：看護実践能力自己評価ポー
トフォリオの改訂に向けた取り組み．千大看紀要，35，15－20，2013．
12	 中村伸枝，谷本真理子，坂上明子，増島麻里子，斉藤しのぶ，小澤治美，河井伸子：看護学部におけ
るキャリア教育の体系化とキャリアポートフォリオの導入．千大看紀要，35，21－24，2013．
13	 今村恵美子,	長江弘子,	和住淑子，斉藤しのぶ：平成24年度千葉大学公開講座「エンド・オブ・ライ
フ	:	看護学の視点から」．千大看紀要，35，43－48，2013．
14	 山本利江：災害看護学構築のなかで着目した日本人医師の活動．綜合看護，48(3),	現代社，5－11，
2013．
〔研究状況〕
　本教育研究分野では，理論看護学の立場からナイチンゲール看護論を学問的に追究し，その継承・発展
を目指した教育・研究活動を行っている．
　ナイチンゲール看護論を学問的に追究する研究では，ナイチンゲールの諸活動の現代的意義を問う研究
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を進めている．その成果として山本と斉藤は，衛生や社会制度の大きな変革期にあった19世紀インドの病
院におけるナイチンゲールの活動の特徴を発表した（5）（6）（8）．
　11月に永田が着任し，本研究分野がこれまで継続的に行ってきたテーマである健康自主管理に関する研
究に厚みが増し，看護学生や関節リウマチ患者を対象として，健康状態と生活調整の変化を報告した．い
ずれもナイチンゲール看護論が理論的前提となっている（1）（7）．また，交替制勤務に従事する看護師の
生活調整を支援する“動養プログラム”の開発にも取り組んでいる（4）．
　その他に，臨床現場で日常的に行われている患者カンファレンスにおける看護師の対象理解と看護過程
との連関を明らかにし，看護実践を充実させるための示唆について発表した（3）．本研究分野が学部1年
次生に教授した看護学の理論と実践の基礎が，4年次生の統合実習，看護学セミナー統合までの段階的な
学びによって，理論と実践が統合されている様子を明らかにした（10）．
　今年度新たに文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）を獲得し，研究代表者として次の研究に着手
した．「高度先進医療施設における東洋医学系統の診療科における外来看護の構築」（山本利江），「看護系
大学院における看護実践能力育成プログラムの開発」（斉藤しのぶ），「戦前・戦中における農村の社会問
題と保健婦制度の構築に関する歴史社会学的研究」（川上裕子）．研究分担者として，山本は「看護学生の
『生活パターンと自覚症状の関係チャート』及び生活改善プロトコールの開発」（研究代表者：錢淑君）に
取り組んでいる．
　また，平成24年度に採択された文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）には，山本が「病院外来に
おける患者・市民・実践者・研究者の新たなニーズや期待，役割発揮の可能性」（研究代表者：奥朋子），
山本，斉藤，川上が「F.	Nightingaleの業績を現代に活かすための‘類比’の方法論に関する研究」（研究代
表者：和住淑子）に研究分担者として参画している．
看護教育学
〔原著〕
＜ 2013 年 1 月～ 3 月＞
1.	 森山美香，舟島なをみ，中山登志子：ベッドサイドの患者教育場面における患者・看護師間相互行為
パターンの解明．看護教育学研究，22(1)，9－24，2013．
2.	 山澄直美，舟島なをみ，中山登志子：「研修過程評価スケール－院内教育用－」の開発．看護教育学
研究，22(1)，25－40，2013．
3.	 田嶋紀子，舟島なをみ，中山登志子：５年一貫看護師養成教育課程に在籍する生徒の学習経験に関す
る研究．看護教育学研究，22(1)，41－56，2013．
4.	 Kameoka	T.,	Funashima	N.,	Gorzka	P.,	Hongo	K.,	Yamashita.,	Nakayama	T.,	Hattori	M.	:	Role	Model	
Behaviors	of	Nursing	Faculty	in	Japan	and	the	United	State．国立看護大学校研究紀要，12(1)，1－
7，2013．
〔学会発表抄録〕
＜ 2013 年 1 月～ 3 月＞
5.	 中山登志子，舟島なをみ：学生の授業評価視点を反映した質問項目の作成「授業過程評価スケール－
看護系大学院修士課程用－」開発を目ざして．第19回大学教育研究フォーラム発表論文集，50－51，
2013．
6.	 Nakayama	T.,	Funashima	N.	:	The	Relationships	Between	Personal	Attributes	and	Learning	Needs	
of	Midwives	in	Japan.	Pacific	Institute	of	Nursing	Conference,	Honolulu,	2013.
7.	 Yamashita	N.,	Funashima	N.,	Nakayama	T.	 :	Quality	of	Learning	Experiences	 in	Nursing	Clinical	
Practicum	in	Japan.	Pacific	Institute	of	Nursing	Conference,	Honolulu,	2013.
8.	 Suzuki	M.,	Funashima	N.	:	Learning	Needs	of	Visiting	Nurses	in	Japan.	Pacific	Institute	of	Nursing	
Conference,	Honolulu,	2013.
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＜ 2013 年 4 月～ 12 月＞
9.	 中山登志子，舟島なをみ：実習指導者の教育ニードアセスメントツールの開発．日看研誌，36(3)，
158，2013．
10.	 中山登志子，舟島なをみ：実習指導者の学習ニードアセスメントツールの開発．第44回日看会－看護
総合－抄録，258，2013．
11.	 中山登志子，舟島なをみ，神田尚子，田嶋紀子：院内教育担当者としての望ましい行動の解明．第33
回日看科会学術集会講演集，423，2013．
12.	 中山登志子，舟島なをみ，小澤弘明，白川優治，姉川雄大，藤本茂雄：学生が教養教育の授業を評価
する基準の解明－授業改善に活用可能な授業評価スケールの開発を目ざして－．日本教育学会第72回
大会発表要旨集録，166－167，2013．
13.	 岩波浩美，舟島なをみ，中山登志子：看護部長の学習ニードの解明「学習ニードアセスメントツール
－看護部長用－」の開発に向けて．第44回日看会－看護管理－抄録，88，2013．
14.	 森山美香，舟島なをみ，中山登志子：計画的な患者教育と即応的な患者教育の比較－ベッドサイドで
の患者・看護師間相互行為の要素に着目して－．第33回日看科会学術集会講演集，290，2013．
15.	 田嶋紀子，舟島なをみ，中山登志子，中山綾子：看護部長としての望ましい行動に関する研究．第33
回日看科会学術集会講演集，247，2013．
16.	 亀岡智美，舟島なをみ，野本百合子，中山登志子：看護実践への研究成果活用力と活用状況の関係－
研究の知識があると自己評価した看護師に焦点を当てて－．第44回日看会－看護総合－抄録，193，
2013．
17.	 服部美香，舟島なをみ：クライエントに生じる問題を解決するために必要な看護師行動の質の現状－
中堅看護師の教育背景による比較－．第33回日看科会学術集会講演集，479，2013．
18.	 宮芝智子，舟島なをみ：看護技術演習における学習活動の質－大学と専門学校の比較－．第33回日看
科会学術集会講演集，607，2013．
19.	 鈴木美和，舟島なをみ：訪問看護師の効果的な自己学習の促進と教育プログラム開発－学習ニード・
教育ニードの診断結果を活用して－．第33回日看科会学術集会講演集，618，2013．
20.	 大井千鶴，舟島なをみ，永野光子：看護師が必要と知覚した看護基礎教育課程の就職ガイダンス内容
の解明．第33回日看科会学術集会講演集，318，2013．
21.	 定廣和香子，舟島なをみ，横山京子，松田安弘：看護学実習中の医療事故防止に向けた教員の対策と
実践．看護教育学研究，22(2)，14－15，2013．
22.	 岡崎草代夏，中山登志子：看護職者が直面する院内研究に関わる困難とその克服法．看護教育学研究，
22(2)，8－9，2013．
23.	 中山綾子＊：大学院進学に至った中堅看護師の職業経験の解明．看護教育学研究，22(2)，10－11，
2013．
	 ＊2013年3月博士前期課程修了
24.	 服部美香＊＊：問題解決場面のクライエント行動の解明－問題解決に向けた効果的な支援の実現を目
ざして－．看護教育学研究，22(2)，12－13，2013．
	 ＊＊2011年3月博士後期課程修了
25.	 山品晴美：勤務帯リーダー役割遂行状況の質－臨床経験年数との関係－．第17回日本看護管理学会学
術集会抄録集，243，2013．
26.	 Sadahiro	W.,	Funashima	N.,	Yokoyama	K.,	Matsuda	Y.	:	Countermeasure	and	Practice	for	Medical	
Accident	Prevention	While	Ensuring	Patient	Safety	During	Clinical	Nursing	Practicum	With	the	
Japanese	Nursing	Teachers	 (the	first	step).	24th	International	Nursing	Research	Congress,Sigma	
Theta	Tau	International,	Prague,	2013.
〔報告書〕
＜ 2013 年 1 月～ 3 月＞
27.	 千葉大学大学院看護学研究科看護教育学教育研究分野研究推進コース編：看護教育学の構築と発展－
その活動の軌跡－．第5号，2013．
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〔単行書〕
＜ 2013 年 1 月～ 3 月＞
28.	 舟島なをみ（監修）；中山登志子他：看護学教育における授業展開－質の高い講義・演習・実習の実
現に向けて－．医学書院，2013．
〔研究状況〕
　看護教育学教育研究分野は，看護基礎教育，看護卒後教育，看護継続教育の３領域にわたり研究活動を
展開し，その成果を公表した。
【看護基礎教育】
　看護学を学ぶ学生の学習活動の質向上に向けて，既に開発した「学習活動自己評価尺度（看護技術演習
用）」を用いて，学生の学習活動の現状について大学と専門学校を比較し，その相違を明らかにした(18)。
　また，既に開発した「看護学実習中の学習経験自己評価尺度（病院実習用）」を用いて，看護学実習に
取り組む学生の学習経験の質を解明した(7)。さらに，教員が５年一貫看護師養成教育課程に在籍する生徒
を理解し適切に支援するため，生徒の学習経験を明らかにした(3)。加えて，効果的な就職ガイダンスの実
施に向けて，看護師が必要と知覚した看護基礎教育課程の就職ガイダンス内容を明らかにした(20)。
　また，本教育研究分野は，看護基礎教育の質向上に向け，2003年より日本・米国・中国・タイにおける
異文化間比較研究を行っている。看護学教員のロールモデル行動に関する日本と米国の比較に向けて，既
に開発した「看護学教員ロールモデル行動自己評価尺度（英語版）」を用いて，米国の看護学教員のロー
ルモデル行動の質を解明し，両国看護学教員のロールモデル行動の質の共通性と相違性を明らかにした(4)。
　さらに，平成22年度から助成を受けている科学研究費補助金（基盤研究(C)）「看護学実習中の医療事故
回避に向けた教授活動自己評価尺度の開発」（研究代表者：定廣和香子，研究分担者：舟島なをみ）の成
果として，看護学実習中の医療事故防止に向けた教員の対策と実践を明らかにした(21)(26)。平成24年度
から助成を受けている学術研究助成基金助成金（挑戦的萌芽研究）「学士課程教育における新しい教養教
育モデルの創成」（研究代表者：小澤弘明，研究分担者：舟島なをみ他）の成果として，学士課程教養教
育の授業改善に活用可能な「授業デザイン評価尺度」および「授業過程評価尺度」の開発を目ざし，学生
が教養教育を評価する基準を解明した(12)。
　加えて，本教育研究分野は，今年度，新たに学術研究助成基金助成金（基盤研究(C)）「看護学実習にお
ける自律的学習推進システムの完成と普及－問題自己診断尺度を加えて－」（研究代表者：山下鴨子，研
究分担者：舟島なをみ，中山登志子）が採択され，「問題自己診断尺度」の開発に向け，看護学実習中の
学生が遭遇する問題の解明を目的とした研究に着手した。
【看護卒後教育】
　平成23年度から助成を受けている学術研究助成基金助成金（挑戦的萌芽研究）「授業過程評価スケール
（修士課程用）の開発－教育評価システムの構築を目指して－」（研究代表者：舟島なをみ，研究分担者：
中山登志子）の成果として，既に解明した看護系大学院修士課程に在籍する学生の授業に対する評価視点
に基づき尺度の質問項目を作成した(5)。
【看護継続教育】
　平成23年度から助成を受けている科学研究費補助金（基盤研究(B)）「看護継続教育システムの拡充と普
及－看護管理者のキャリア発達支援に着眼して－」（研究代表者：舟島なをみ，研究分担者：中山登志子
他）の成果として，看護部門の最高責任者である看護部長の望ましい行動(15)と学習ニード(13)	を解明し
た。また，院内教育担当者としての望ましい行動を解明した(11)。さらに，対象集団の実情に即した教育
プログラムの提供に向け，既に開発した「学習ニードアセスメントツール（助産師用）」を用いて，助産
師の学習ニードと個人特性の関係を明らかにした(6)。加えて，既に開発した「学習ニードアセスメント
ツール（訪問看護師用）」を用いて，訪問看護師の学習ニードの現状を解明(8)するとともに，学習ニード
と教育ニードの診断結果に基づき訪問看護師を対象とした効果的な看護継続教育について検討した(19)。
　また，平成22年度から助成を受けている科学研究費補助金（基盤研究(C)）「臨地実習指導者のキャリア
アップに向けた看護継続教育支援システムの開発」（研究代表者：中山登志子，研究分担者：舟島なを
み）の成果として，看護学実習の質向上と指導者自身のキャリア発達への活用を目指して，「教育ニード
アセスメントツール（実習指導者用）」(9)および「学習ニードアセスメントツール（実習指導者用）」(10)	
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を開発した。
　勤務帯リーダーの効果的な役割遂行に向け，既に開発した「勤務帯リーダー役割自己評価尺度」を用い
て，リーダー役割遂行状況の質と臨床経験年数の関係を明らかにした(25)。また，中堅看護師のキャリ
ア・ディベロップメントを支援するため，大学院進学に至った中堅看護師の職業経験を解明した(23)。
　円滑な研究活動の推進に向け，院内研究に従事する看護職者が直面する研究上の困難とその克服法を解
明した	(22)。また，既に開発した「研究成果活用力自己評価尺度（臨床看護師用）」を用いて，看護師の
研究成果活用力と活用状況の関係を明らかにした(16)。さらに，院内教育の教授者となる看護職者が教授
活動の改善に活用できる「研修過程評価スケール（院内教育用）」を開発した(2)。
　効果的な患者教育の実現に向けて，ベッドサイドの患者教育場面における患者・看護師間相互行為パ
ターンを解明(1)するとともに，計画的な患者教育と即応的な患者教育の比較を通して，各教育の特徴を明
らかにした(14)。また，入院中のクライエントが抱える問題を解決に導くために，看護師との相互行為を
通し問題解決できた場面のクライエントの行動を解明(24)するとともに，中堅看護師の教育背景に着目し，
クライエントの問題解決に必要な看護師行動の質を明らかにした(17)。
【その他】
　看護教育学教育研究分野は，2008年４月より，看護教育学を専攻した博士後期課程修了生を対象に「研
究推進コース」を開講し，活動を継続している。これは，将来ポスト・ドクトラル・コース開設を視野に
入れた活動であり，2012年の活動の成果を報告書としてまとめた(27)。
　また，看護学教育の授業展開に必要な「教育学の既存の知識」と「看護教育学研究の最新の成果」を整
理，統合し系統的に論述するとともに、その活用の実際を概説した(28)。これらは、看護学教員が科学的
根拠に基づき、看護学教育の特徴を反映した授業を展開するために必須の知識である。
機能・代謝学教育研究分野
［原著］
＜ 2013 年 1 － 3 月＞
1．	 Akita	S,	Mitsukawa	N,	Komiyama	M,	Mori	C,	Satoh	K:	Anatomical	 study	using	cadavers	 for	
imaging	of	 life-threatening	complications	 in	Le	Fort	 III	distraction.	Plastic	and	Reconstructive	
Surgery,	131(1),	19e－27e,	2013.
2．	 後藤大地，田中裕二，藤田水穂：心臓外科分野における術前術後の呼吸訓練が生体に及ぼす生理学的
影響．日本看護技術学会誌，11（3），19－27，2013．
＜ 2013 年 4 － 12 月＞
3．	 Ogawa	Y,	Itoh	M,	Hirai	S,	Suna	S,	Naito	M,	Qu	N,	Terayama	H,	Ikeda	A,	Miyaso	H,	Matsuno	Y,	
Komiyama	M,	Mori	C:	Cadmium	exposure	 increases	susceptibility	to	 testicular	autoimmunity	 in	
mice.	Journal	of	Applied	Toxicology,	33(7),	652－660,	2013.
4．	 Kitaoka	M,	Hirai	S,	Terayama	H,	Naito	M,	Qu	N,	Hatayama	N,	Miyaso	H,	Matsuno	Y,	Komiyama	M,	
Itoh	M,	Mori	C:	Effects	 on	 the	 local	 immunity	 in	 the	 testis	by	exposure	 to	di-(2-ethylhexyl)	
phthalate	(DEHP)	in	mice.	Journal	of	Reproduction	and	Development,	59(5),	485－490,	2013.
［学会発表抄録］
＜ 2013 年 1 － 3 月＞
5．	 Miyaso	H,	Nakamura	N,	Matsuno	Y,	Komiyama	M,	Mori	C:	Effect	 of	 neonatal	 exposure	 to	
decabromodiphenyl	ether	on	transcript	 levels	of	splicing	 factors	 in	mouse	testes.	15th	Society	of	
Toxicology	(San	Antonio,	Texas,	USA),	2013.
6．	 Nakamoto	M,	Miyaso	H,	Komiyama	M,	Matsuno	Y,	Mori	C:	Changes	 of	 expression	 levels	 of	
oxidative	 stress-related	 genes	 in	mouse	 epididymides	 by	 neonatal	 exposure	 to	 low-dose	
decabromodiphenyl	ether.	15th	Society	of	Toxicology	(San	Antonio，Texas，USA),	2013.
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7．	 Miyaso	H,	Komiyama	M,	Matsuno	Y,	Mori	C:	New	 finding	 on	 the	 effects	 of	 environmental	
pollutants	on	spermatogenesis	in	mice:	decaBDE	and	alternative	splicing	regulation.	第118回日本解
剖学会総会・全国学術集会講演プログラム・抄録集，72，2013．
8．	 坂本	昇，宮宗秀伸，小宮山政敏，菅田陽太，鈴木崇根，森	千里，松野義晴：CT画像読影による固
定前後のご遺体内部構造変化について．第118回日本解剖学会総会・全国学術集会講演プログラム・
抄録集，132，	2013．
9．	 小宮山政敏，鈴木崇根，松野義晴，宮宗秀伸，太田昌彦，森	千里：肉眼解剖実習事前講義に導入し
た臨床講義に関するアンケート調査．第118回日本解剖学会総会・全国学術集会講演プログラム・抄
録集，181，	2013．
10.	 菅田陽太，坂本	昇，宮宗秀伸，小宮山政敏，森	千里，松野義晴：剖出進度の違いによる解剖体から
放散するホルムアルデヒド濃度の推移に関する解析．第118回日本解剖学会総会・全国学術集会講演
プログラム・抄録集，186，2013．
＜ 2013 年 4 － 12 月＞
11.	 宮宗秀伸，松野義晴，小宮山政敏，森	千里：新生児期デカブロモジフェニルエーテル曝露がマウス
精巣アンドロゲンレセプターの発現量におよぼす影響．日本アンドロロジー学会第32回学術大会抄録
集，158－159，2013．
12.	 松野義晴，宮宗秀伸，小宮山政敏，森	千里：新生児期ジエチルスチルベストロール曝露によるマウ
ス精巣における炎症誘導．日本アンドロロジー学会第32回学術大会抄録集，160－161，2013．
13.	 池田彩子，藤田水穂，田中裕二：音楽聴取とそれに伴う記憶の想起が生理反応および心理反応に及ぼ
す影響．日本看護技術学会第12回学術集会講演抄録集，67，2013．
〔単行書〕
＜ 2013 年 1 － 3 月＞
14.	 田中裕二：2章　病態症候論3節　発熱・低体温．山内豊明（編），ナーシング・グラフィカ	疾病の成
り立ち①　病態生理学．第3版，メディカ出版，116－128，2013．
＜ 2013 年 4 － 12 月＞
15.	 田中裕二：CHAPTER6．意識，1．意識のメカニズム．田中裕二（編），わかって身につくバイタル
サイン．初版，学研メディカル秀潤社，116－121，2013．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2013 年 1 － 3 月＞
16．	正木治恵，田中裕二，岩瀬靖子，藤田水穂，高橋良幸，渡邉美和：千葉大学看護学部のブランド力強
化の取り組み．千大看紀要，35，37－42，2013．
17．	藤田水穂：日本およびフィンランドの小学校教科書における人体や健康に関する教育の比較．文化看
護学会，5(1)，28－34，2013．
＜ 2013 年 4 － 12 月＞
18.	 深井喜代子，齋藤やよい，田中裕二，佐伯由香，高島尚美，吉田みつ子：＜交流セッション2＞論文
投稿のA	to	Z（その2）－看護学発展の基礎となるもの．日本看護技術学会第12回学術集会講演抄録
集，2013．
［研究状況］
　コメディカルの解剖見学をより良いものとするため，見学を行った者を対象に見学の内容・方法・満足
度等についてアンケート調査を実施している．
　教育面では，平成25年度学部長裁量経費により教育用DVD「目で見る解剖と生理」全15巻中の9巻を購
入して機能・代謝学教育研究分野に配架し，大学院講義で使用するとともに，希望者には貸出を実施した．
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また，学部2年生全員を対象に解剖見学を1回実施し，さらに学部2年生以上および大学院生の希望者を対
象に解剖見学を3回実施した．
　田中（准教授）は看護技術の科学的な検証についての研究を継続している．今年度はスーフルによる呼
吸訓練が生体に及ぼす影響についての論文を発表した（2）．また，音楽聴取と記憶の想起が生体に及ぼす
影響についての研究成果を学術集会で発表した（13）．著書として，病態生理学に関する看護学テキスト
の分担執筆（14）やバイタルサインの基礎知識や測定技術に関する内容の編集および執筆（15）に関わっ
た．今年度から文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(C)）を受け，研究課題「高次脳機能障害患者に
対する看護援助技術の神経生理学的研究」を開始した．
　藤田（助教）は昨年から引き続き，文部科学省科学研究費補助金（若手研究(B)）を受け，研究課題「メ
ンタルヘルスにおける脳腸相関の応用－腸機能の解析・評価法に視点をあてて」に従事した．また，日本
学術振興会組織的な若手研究者等海外派遣プログラム「慢性疾患の革新的包括マネジメント実現へ向けた
国際的医薬看研究者育成プログラム」において，2011年および2012年のフィンランド派遣で行った研究内
容についてまとめた（17）．
病態学教育研究分野
〔原　著〕
1.	 Ono	M	and	Okada	S:	Effect	 of	 acetylcholine	on	mitogen	response	of	peripheral	 lymphocytes	
isolated	from	rats	exposed	to	chronic	stress.	Biological	Research	for	Nursing,	15(1),	71-77,	2013．
〔単行書〕
2.	 岡田忍：	Part	1	第1章　身体組織・機能の病変．第2章　悪性腫瘍．井上智子編．看護治療学の基本
医療による身体侵襲を「視る」「診る」「看る」　ライフサポート，2 ‐ 45，46－63，2013．
3.	 岡田忍，小池和子，白澤浩編著：微生物学・感染看護学 ‐ 微生物から感染防止を考える，医歯薬出
版，2013
4.	 岡田忍：第3章　自己免疫疾患．矢野久子，矢野邦夫編．ナーシンググラフィカ　健康の回復と看護
③　造血機能障害／免疫機能障害．メディカ出版，95－110，2013．
〔研究状況〕
　本研究分野では，感染源や感染経路，宿主といった多角的な観点からの感染防止を軸に，特に今後医療
の場として一層重要となる長期療養型施設や在宅での感染防止を中心に研究を進めている．今年度，博士
後期課程の大学院生であった小野の副論文が原著としてBiological	Research	for	Nursingに掲載された
（1）．小川、西尾、岡田が昨年国際学会で発表したゴマ油のCandida albicans菌糸形および酵母形に対す
る増殖抑制効果についても同誌に受理され、既にweb上で公開されている．
　岡田は「歯科専門職との連携による更年期女性と在宅高齢者の口腔ケアの質の向上に関する研究」とい
うテーマで文部科学研究費基盤Bを獲得し，現在更年期女性と在宅高齢者における歯の健康状態，口腔ケ
アの現状等についての実態調査を実施予定である．今後数年はこの研究を中心に研究を進めていく方針で
ある．
　また，小川、西尾、岡田は在宅での気管内吸引カテーテルの保管方法に関する実験的研究をまとめ，既
に日本感染看護学会誌に受理されている.
　この他，岡田は3つの著書の執筆に関わった（2，3，4）.特に「微生物学・感染看護学」（3）は編集者
として企画から関わり，微生物の性質と感染防止対策を結び付けて考えられるようになることを意図した
構成になっている．
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母性看護学教育研究分野
〔原著〕
〈2013 年 1 月～ 3 月〉
1．	 中沢恵美子，森恵美，坂上明子：35歳以上で初めて出産した女性の産後入院中における母親としての
経験．日本母性看護学会誌，13巻1号，17-24，2013．
　　〈2013 年 4 月～ 12 月〉
〔学会発表抄録〕
　　〈2013 年 1 月～ 3 月〉
2．	 Mori	E．，Sakajo	A．，Iwata	H．，Maehara	K．，Ozawa	H．，Morita	A．，Maekawa	T．，Tsuchiya	
M．：Change	 in	physical	and	psychosocial	health	of	Japanese	first-time	mothers	over	35	 in	the	4	
months	after	childbirth．The	16th	East	Asian	Forum	of	Nursing	Scholars，218，2013．
3．	 Sakajo	A．，Mori	E．，Maehara	K．，Iwata	H．，Ozawa	H．，Morita	A．，Maekawa	T．，	Tsuchiya	
M．：	Relation	of	 fatigue	to	depression	and	maternal	role	attainment	1	month	after	childbirth	 in	
Japanese	first-time	mothers	over	age	35．The	16th	East	Asian	Forum	of	Nursing	Scholars，217，
2013．
〈2013 年 4 月～ 12 月〉
4．	 森恵美，岩田裕子，坂上明子，前原邦江，小澤治美，森田亜希子，前川智子＊：高年初産婦の産後1
か月間における子育て生活体験．第15回日本母性看護学会学術集会プログラム・抄録集，103，2013．
	 *2013年3月まで本研究科教員
5．	 飯島佳子＊，森恵美，坂上明子：不妊治療によって妊娠した女性のソーシャル・サポート体験．第15
回日本母性看護学会学術集会プログラム・抄録集，53，2013．
	 ＊2013年３月博士前期課程修了
6．	 小坂麻衣＊，森恵美，坂上明子：初産婦である娘をもつ実母の産後1か月間における祖母役割行動の
調整過程．第15回日本母性看護学会学術集会プログラム・抄録集，55，2013．
	 ＊2013年３月博士前期課程修了
7．	 淺田祥子＊，森恵美，坂上明子：初産婦における生後3か月のわが子との日常生活に対する認識とセ
ルフケア．第15回日本母性看護学会学術集会プログラム・抄録集，59，2013．
	 ＊2013年３月博士前期課程修了
8．	 齋藤明香，森恵美：経膣分娩をした初産婦のセミオープンシステム利用体験．第15回日本母性看護学
会学術集会プログラム・抄録集，73，2013．
9．	 石井邦子，佐藤紀子，林ひろみ，北川良子，荒木暁子，小池幸子，市原真穂，水野芳子，小澤治美：
育児困難な乳幼児をもつ祖父母の孫育児における体験．千葉看第19回学術集会集録，37，2013．
10．	坂上明子，森恵美，前原邦江，前川智子＊，小澤治美，森田亜希子，青木恭子，岩田裕子：高年初産
婦の産後入院中における子育て生活体験．第54回日本母性衛生学会総会学術集会抄録集，54（3），
292，2013．
	 *2013年3月まで本研究科教員
11．	前原邦江，森恵美，坂上明子，岩田裕子，小澤治美，森田亜希子，前川智子＊：高年初産婦の産後1
か月における子育て経験―疲労，うつ，母親役割の自信，満足感との関連から―．第54回日本母性衛
生学会総会学術集会抄録集，54（3），	328，2013．
	 *2013年3月まで本研究科教員
12．	Mori	E．，	Maehara	K．，	Sakajo	A．，Iwata	H．，	Ozawa	H．，	Morita	A．，	Maekawa	T＊．，	Saeki	A．，	
Tsuchiya	M．：Postpartum	progress	patterns	among	first-time	mothers	over	age	35	at	4	months	
after	childbirth:	Fatigue，	Depression，	and	Maternal	Role	Attainment，，The	3rd	World	Academy	
of	Nursing	Science，	52，	2013．
	 *2013年3月まで本研究科教員
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13．	森恵美，坂上明子，岩田裕子，前川智子＊：第33回日本看護科学学会　高年初産婦の子育て支援ガイ
ドラインの検討．第33回日看科学会学術集会プログラム集，25，2013．
	 *2013年3月まで本研究科教員
14．	橋本美幸，坂上明子：第33回日本看護科学学会　母親と祖母の産後の子育て支援に対する姿勢と認識
の相違．第33回日看科学会誌，2013．
〔単行書〕
〈2013 年 1 月～ 3 月〉
15．	森恵美：助産師基礎教育テキスト　2013年版　第4巻　妊娠期の診断とケア，第１版，第５刷，日本
看護協会出版会，2-9，2013．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
〈2013 年 4 月～ 12 月〉
16．	森 恵 美： 招 聘 講 演Trend	of	Japanese	Certified	Nurse	Specialist	 in	Women’s	Health	Nursing．
Shanghai	International	Conference	on	Advanced	Nursing	Practice，2013．
17．	森恵美：理事長講演　一般社団法人日本母性看護学会の	将来像：法人化からの出発．第15回日本母
性看護学会学術集会，25，2013．
18．	森恵美，坂上明子，土屋雅子，前原邦江，岩田裕子，前川智子，望月良美，小澤治美，森田亜希子，
青木恭子，佐伯章子：国民との科学・技術対話「広がる看護職者の仕事2013」第1部「研究成果によ
る高年初産婦への子育て支援ガイドラインの開発」．第33回日看科学学術集会，2013．
19．	森恵美，坂上明子：市民公開講座「最先端・次世代研究開発支援プログラム　国民との科学技術対話	
エビデンスに基づく高年初産婦に特化した子育て支援ガイドラインの開発」．第54回日本母性衛生学
会総会学術集会抄録集，54（3），29，2013．
20．	坂上	明子,	谷本	真理子,	増島	麻里子,	斉藤	しのぶ,	小澤	治美,	中村	伸枝：看護実践能力自己評価ポー
トフォリオの改訂に向けた取り組み(解説)．千大看紀要，35，15-20，2013．
21．	中村	伸枝,	谷本	真理子,	坂上	明子,	増島	麻里子,	斉藤	しのぶ,	小澤	治美,	河井	伸子：看護学部におけ
るキャリア教育の体系化とキャリアポートフォリオの導入(解説)．千大看紀要，35，21-24，2013．
〔研究状況〕
　本研究分野では，Reproductive	Healthに関連した健康問題を持つ女性や，妊娠・分娩・産褥期などに
ある女性の健康や母性性の発達を促す看護方法に関する研究を行っている．家族育成期の女性とその重要
なパートナーである夫との関係，家族についても調査，検討を重ねている．
　森は，平成22年度から内閣府による「最先端・次世代研究開発プログラム」の助成を受け，「日本の高
年初産婦に特化した子育て支援ガイドラインの開発」研究に取り組み，今年度で4年目を迎えた．本研究
には坂上，小澤，森田，青木，前川，前原，岩田，土屋，望月，佐伯も共同研究者として参画している．
今年度はその研究成果の一部をThe	16th	East	Asian	Forum	of	Nursing	Scholar（2，3）や，The	3rd	
World	Academy	of	Nursing	Science（12），第15回日本母性看護学会学術集会（4），第54回日本母性衛生
学会学術集会（10，11）にて発表した．また第33回日本看護科学学会学術集会，国民との対話・技術対話
（18）や第54回日本母性衛生学会総会学術集会，市民公開講座（19）では，同研究の背景および概要と研
究結果の一部を説明し，一般市民との意見交換を行った．第33回日本看護科学学会学術集会（13）では交
流集会を行い，参加者と専門的な意見交換を行った．35歳以上で初めて出産した女性の産後入院中におけ
る母親としての経験について，原著論文（1）にまとめた．また，科学技術振興機構　科学技術に資する
人材育成に関するシステム改革「理系女性教員キャリア支援プログラム」（研究代表者：齋藤康）および，
文科省科学研究費補助金（基盤研究（B））「歯科専門職との連携による更年期女性と在宅高齢者の口腔ケ
アの質の向上に関する研究」（研究代表者：岡田忍）に研究分担者として参画している．さらに，森，坂
上，森田は文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「母体・胎児集中ケアのための研修プログラム
の開発に関する研究」（研究代表者：大月恵理子）に連携研究者として参画している．
　坂上は，平成22年度より文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「続発性不妊女性の治療と育児
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の両立におけるストレスの軽減を促す看護介入の開発と評価」（研究代表者：坂上明子）に取り組んでお
り，小澤も研究分担者として参画している．	
　小澤は，平成24年度より科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（若手研究（B））「双子のひと
りが障害を有する母親の双子の親になる体験を表す概念モデルの創出」（研究代表者：小澤治美）に取り
組んでいる．また，小澤は科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究C））「育児困難な乳
幼児をもつ祖父母に対する孫育児支援方法の開発と検証」（研究代表者：石井邦子）に連携研究者として
参画している．
小児看護学教育研究分野
〔学会発表抄録〕
＜ 2013 年 4 月～ 12 月＞
1.	 Sato	N.,	Araki	A.,	Honda	A.,	Kawakami	C.,	Tsujimura	M.,	 Ito	R.,	Hohashi	N.,	Marutani	M.,	
Yamamoto-Mitani	N.	&	Ishigaki	K.:	How	do	Japanese	discharge	coordinators	understand	client	
family’s	beliefs	 about	 family	 relationship,	 relationship	with	public,	 and	about	accepting	 social	
support.	11th	International	Family	Nursing	Conference	abstracts,	36,	2013.
2.	 Ishigaki	K.,	Tsujimura	M.,	Honda	A.,	Kawakami	C.,	Araki	A.,	Ito	R.,	Sato	N.,	Hohashi	N.,	Marutani	
M.	&	Yamamoto-Mitani	N.:	 Important	 family	 information	when	assisting	a	client’s	discharge:	A	
mail	 survey	to	Japanese	discharge	coordinators.	11th	 International	Family	Nursing	Conference	
abstracts,	31,	2013.
3.	 Tsujimura	M.,	Ishigaki	K.	Honda	A.,	Kawakami	C.,	Araki	A.,	Ito	R.,	Sato	N.,	Hohashi	N.,	Marutani	
M.	&	Yamamoto-Mitani	N.:	How	 important	 is	 it	 to	understand	client	 family’s	beliefs?:	A	mail	
survey	 to	 Japanese	 discharge	 coordinators.	 11th	 International	Family	Nursing	Conference	
abstracts,	36,	2013.
4.	 Kawakami	C.,	Honda	A.,	Tsujimura	M.,	Araki	A.,	 Ito	R.,	 Sato	N.,	Hohashi	N.,	Marutani	M.,	
Yamamoto-Mitani	N.	&	Ishigaki	K.:	How	do	Japanese	discharge	coordinators	understand	client	
family’s	 beliefs	 about	 illness,	 aging,	 and	 end-of-life	 care.	 11th	 International	Family	Nursing	
Conference	abstracts,	34,	2013.
5.	 Marutani	M.,	 Ito	R.,	Honda	A.,	Kawakami	C.,	Tsujimura	M.,	Araki	A.,	 Sato	N.,	Hohashi	N.,	
Yamamoto-Mitani	N.	&	Ishigaki	K.:	How	do	Japanese	discharge	coordinators	understand	client	
family’s	beliefs	 about	norms,	positive	 feeling	and	 their	 confidence	 in	 one’s	 caregiving?.	 11th	
International	Family	Nursing	Conference	abstracts,	23,	2013.
6.	 星野美穂，中村伸枝，佐藤奈保：長期入院している整形外科疾患をもつ小・中学生の順調な復学を目
指した支援－アクションリサーチを用いた医療職と教育職の協働による復学支援体制の変化－．日本
小児看護学会第23回学術集会講演集，131，2013.
7.	 竹中沙織*，中村伸枝，佐藤奈保：NICUに入院した早産児と児のきょうだいを養育する家族に対する
きょうだいの育児支援．日本小児看護学会第23回学術集会講演集，142，2013.
	 *2013年３月博士前期課程修了
8.	 出野慶子，河上智香，天野里奈，中村伸枝：1型糖尿病をもつ子どもの父親の療養行動におけるかか
わり．日本小児看護学会第23回学術集会講演集，166，2013.
9.	 仲井あや：早産児が修正33週から35週の時期に示す対処行動の出現パターン．日本小児看護学会第23
回学術集会講演集，197，2013.
10.	 星野美穂，山田めぐみ，藤井美香，富沢仙一，田島弘，飯塚とも子，金井みち子，中村伸枝，佐藤奈
保：小児専門病院における医療職と教育職の協働による復学支援-長期入院した整形外科疾患をもつ
子どもへの退院・復学に向けた支援－．第17回日本育療学会学術集会，2013．
11.	 藤田紋佳，中村伸枝，佐藤奈保，林田真，木下義晶，濱田裕子，田口智章：生体肝移植後の学童後期
の子どもと母親の療養生活の実態と療養行動上の問題．第49回移植学会総会，2013．
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第36号
－80－
12.	 内海加奈子：慢性腎不全をもつ学童・思春期患者の病期の移行の経験．千葉看第19回学術集会講演
集,29,2013．
13.	 仲井あや：早産児が修正33週から35週の時期に示す対処行動の特徴－環境音の変化との関連－．千葉
看第19回学術集会	講演集，30，2013.
14.	 佐藤太一，中村伸枝：高校生の生活習慣の実態とそれに影響を与える要因、生活習慣に対する意識や
思い．千葉看第19回学術集会講演集,36,2013．
15.	 出野慶子，河上智香，天野里奈，中村伸枝：1型糖尿病をもつ年少児を育てる父親の役割．第18回日
本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，137，2013．
16.	 中村伸枝，出野慶子，金丸友，谷洋江，白畑範子，仲井あや，内海加奈子，佐藤奈保，兼松百合子：
1型糖尿病をもつ10代の糖尿病セルフケアとサポート－学位論文の質的データの再分析－．第18回日
本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，194，2013．
17.	 柚山香世子*，中村伸枝，佐藤奈保：児童養護施設に入所している思春期女子の心身の変化の特徴．
第60回日本小児保健協会学術集会講演集，132，2013.
	 *2013年３月博士前期課程修了
18.	 高田良子*,	中村伸枝，佐藤奈保：排尿時膀胱尿道造影検査を繰り返し受ける幼児の母親の認識・思い
と関わりの現状．第60回日本小児保健協会学術集会講演集，198，2013.
	 *2013年３月博士前期課程修了
19.	 竹中沙織*,	中村伸枝，佐藤奈保：NICUに入院中の児のきょうだいの窓越し面会前後における変化．
第60回日本小児保健協会学術集会講演集，223，2013.
	 *2013年３月博士前期課程修了
〔報告書〕
＜ 2013 年 4 月～ 12 月＞
20.	 仲井あや：早産児が修正33週から35週の時期に示す対処行動の特徴．平成23～24年度科学研究費補助
金（研究活動スタート支援）研究成果報告書，2013．
21.	 中村伸枝：糖尿病をもつ子どもの成長発達に沿った看護指針・評価指標の開発．平成22～24年度科学
研究費補助金（基盤研究(C)）研究成果報告書，2013．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2013 年 1 月～ 3 月＞
22.	 中村伸枝，谷本真理子，坂上明子，増島麻里子，斉藤しのぶ，小澤治美，河井伸子：看護学部におけ
るキャリア教育の体系化とキャリアポートフォリオの導入．千大看紀要，35，21－24，2013.
23.	 坂上明子，谷本真理子，増島麻里子，斉藤しのぶ，小澤治美，中村伸枝：看護実践能力自己評価ポー
トフォリオの改訂に向けた取組．千大看紀要，35，15－20，2013.
24.	 藤田紋佳，中村伸枝，佐藤奈保：肝移植後の子どもと家族の生活の質(QOL)評価に関する文献検討．
日本小児看護学会誌．22(1)，102－108．2013.
25.	 宮本茂樹，松浦信夫，椨瑞希子，高橋みゆき，中村伸枝，相吉恵：アメリカのチャイルド・ライフ・
スペシャリスト養成－ミルズ・カレッジ教員による講演会の記録－．聖徳大学児童学研究所紀要，15，
85－92，2003.
＜2013年4月～12月＞
26.	 内海加奈子：慢性腎不全をもつ子どもとその家族に対する成人期移行に向けた長期的支援の検討と課
題－米国におけるフィールド調査報告－．日本小児腎不全学会雑誌,	33,	266－268,	2013.
27.	 佐藤奈保:	講義・演習・実習の連続性を促すための教育の工夫．小児看護,	36(2),	150－156,	2013.
28.	 中村伸枝，宮本茂樹，松浦信夫，相吉恵，椨瑞希子，高橋みゆき：小児病棟で働く保育士の活動実態
と病棟保育で役立っている保育士としての教育や経験．小児保健研究，72(4)，558－563，2013．
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〔研究状況〕
　本教育研究分野では，糖尿病や慢性腎疾患などの慢性疾患や障害をもつ子ども，早産児など慢性的な健
康問題をもつ子どもと家族について、看護実践を重ねながら研究を継続するとともに，大学院生等の研究
に関わっている(6,7,8,10,11,15,17,18,19,24)．
　競争的資金を獲得して行っている研究は以下の通りである．中村は，平成22～24年度科研費（基盤研究
（C））による「糖尿病をもつ子どもの成長発達に沿った看護指針・評価指標の開発」(16,21)，および、平
成22～24年度科研費（基盤研究（B））を得た「小児病棟で働く医師・看護師以外の職種の役割－その実
態と教育制度の確立に関する研究－」（代表：宮本茂樹）(25,28)の成果の一部を公表した．また，学部教
育の中にポートフォリオを用いた取組について実践報告にまとめた(22,23)。新たにH25～27年度科研費
（基盤研究（C））を得て「インスリンポンプ療法を行う1型糖尿病をもつ子どもの療養生活支援・評価指
標の開発」を開始している．佐藤は，「家族支援を効果的に進める家族ビリーフアセスメント方法の開
発」（代表：石垣和子）の分担研究者として研究成果を国際学会で公表(1-5)すると共に、講義・演習・実
習を通した学生の教育に関する執筆を行った(27)．また、また，新たに平成25～27年度科研費（挑戦的萌
芽研究）を得て「障がいをもつ幼児の養育者のコ・ペアレンティングに着目した育児支援に関する研究」
を開始するとともに，平成25～26年度科研費(挑戦的萌芽研究)「在宅重症児の家族エンパワメントに焦点
を当てた看護ケア実践モデル開発」(代表：涌水理恵)に取り組んでいる．内海は，平成23～25年度科研費
（若手研究B）を受けた「学童・思春期にある慢性腎不全患者のセルフマネジメントを支える看護援助モ
デルの考案」で得られた知見を公表した(12,26)．仲井は，平成23～24年度科研費（研究活動スタート支
援）を得た「早産児が修正33週から35週の時期に示す対処行動の特徴」の成果の一部(9,13)、および報告
書(20)を公表した．
成人看護学
〔学会発表抄録〕
＜ 2013 年 1 月～ 3 月＞
1.	 岡本明美,	谷宏子,	眞嶋朋子：前立腺全摘除術を受けた前立腺がん患者の妻のセクシュアリティに関
する体験.	日本がん看護学会誌	第27回日本がん看護学会学術集会講演集，154,	2013．
2.	 櫻井智穂子，増島麻里子，長江弘子，池崎澄江：がんと共に生きる高齢者が望むエンド・オブ・ライ
フ（終生期）の生き方に関わる要因．日本がん看護学会誌	第27回日本がん看護学会学術集会講演集，
161,	2013．
3.	 鈴木のり子＊，増島麻里子，眞嶋朋子：外来化学療法を受ける肺がん患者の身体症状と日常生活に対
する思い．日本がん看護学会誌	第27回日本がん看護学会学術集会講演集，203，2013．
4.	 糸山理恵＊，眞嶋朋子，増島麻里子：経口抗がん剤で術後補助療法を受ける消化器がん患者の治療に
対する思い．日本がん看護学会誌	第27回日本がん看護学会学術集会講演集，275，2013.
5.	 齋藤典子＊，渡邉美和，増島麻里子，眞嶋朋子：再発・難治性リンパ腫患者の治療を継続する力を支
える看護援助．日本がん看護学会誌	第27回日本がん看護学会学術集会講演集，298，2013．
6.	 大野稔子,	長坂育代,	眞嶋朋子：外来化学療法を受ける高齢がん患者の症状に対する思いと行動.	第27
回日本がん看護学会学術集会講演集,	308,	2013.
7.	 奥朋子，増島麻里子，木村恵美子ほか：リンパ浮腫の予防に対する患者教育・指導に資する研修プロ
グラム評価	第10報　平成23年度研修運営者を対象としたアンケート調査．日本がん看護学会誌	第27
回日本がん看護学会学術集会講演集，313，2013．
8.	 増島麻里子，木村恵美子，冨田英津子ほか：リンパ浮腫の予防に対する患者教育・指導に資する研修
プログラム評価	第11報　平成23年度研修受講者を対象としたアンケート調査．日本がん看護学会誌	
第27回日本がん看護学会学術集会講演集，313，2013．
9.	 Shigeko	 Izumi,	Chihoko	Sakurai,	Mariko	Tanimoto,	Mariko	Masujima,	Hiroko	Nagae,	 Sumie	
Ikezaki：Older	Adults’	perceptions	about	end	of	life	in	Japan:	Different	perspectives	by	trajectories．
Hospice	and	Palliative	Nurses	Association	(AAHPM/HPNA)	annual	assembly，米国ニューオーリン
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ズ,	2013.
	 *平成24年３月博士前期課程修了
＜ 2013 年 4 月～ 12 月＞
10.	 Sumie	 Ikezaki，Shigeko	 Izumi,	Hiroko	Nagae,	Chihoko	 Sakurai,	Mariko	Masujima,	Mariko	
Tanimoto:	 Expectations	 for	 end	 of	 life:	 Perspectives	 of	 older	 adults	 in	 Japan．The	 20th	
International	Association	of	Gerontology	and	Geriatrics（IAGG）	World	Congress	of	Gerontology	
and	Geriatrics，韓国ソウル，2013.
11.	 櫻井智穂子，増島麻里子，長江弘子，和泉成子，谷本真理子，池崎澄江：高齢がん患者が望むエン
ド・オブ・ライフ（終生期）の生き方に関わる要因．第18回日本緩和医療学会学術大会	プログラム・
抄録集，365，2013．
12.	 和泉成子，谷本真理子，池崎澄江，長江弘子，増島麻里子，櫻井智穂子，関谷昇：高齢者のエンド・
オブ・ライフ（終生期）の生活と望ましい最期の迎え方．第18回日本緩和医療学会学術大会	プログ
ラム・抄録集，499，2013．
13.	 細矢美紀，花出正美，小野桂子，飯野京子，増島麻里子，小野智子，季羽倭文子：家族のサポートグ
ループ「がんを知って歩む会」運営スタッフのためのDVD教材の評価．第18回日本緩和医療学会学
術大会	プログラム・抄録集，529，2013．
14.	 金澤麻衣子＊，増島麻里子：一期的乳房再建術を受けた患者が求める支援．第20回日本乳癌学会学術
総会プログラム，211，2013
15.	 Tomoko	Majima,	 Ikuyo	Nagasaka,	Mika	Kozu,	Mariko	Masujima,	Akemi	Okamoto,	Miwa	
Watanabe,	Junko	Kusunoki.	Defining	Clinical	Judgment	of	Oncology	Certified	Nurse	Specialist	 in	
Inter-Professional	Work	in	Japan.	The	1st	Asian	Oncology	Nursing	Society	Conference,	タイバンコ
ク,	2013.
16.	 谷本真理子，長江弘子，櫻井智穂子，池崎澄江，増島麻里子，和泉成子：	終末期予後予測困難な非
がん高齢慢性疾患患者の“望む生活”を支えることと阻むこと．第33回日看科会学術集会講演集，287，
2013．
17.	 長江弘子，谷本真理子，櫻井智穂子，増島麻里子，池崎澄江，和泉成子：	慢性疾患を抱えながら自
宅で生活する高齢者の“望む生活”を支えること，阻むこと．第33回日看科会学術集会講演集,　287，
2013．
18.	 眞嶋朋子，長坂育代，神津三佳，増島麻里子，渡邉美和，楠潤子，岡本明美：チーム医療を促進する
臨床判断に焦点を当てた専門看護師教育プログラムの試案.	第33回日看科会学術集会講演集，448,	
2013.
	 ＊平成25年3月博士前期課程修了
〔単行書〕
＜ 2013 年 1 月～ 3 月＞
19.	 増島麻里子：Chapter5-6　リンパ浮腫の予防とケア．阿部恭子，矢形寛（編）：がん看護セレクショ
ン　乳がん患者ケア．学研メディカル秀潤社，233-242，2013．
20.	 増島麻里子（日本がん看護学会翻訳ワーキンググループ），Vol.1－第5章	介護者の緊張と負担,	Vol.1
－第12章	 リンパ浮腫，Vol.2－第4章	 放射線皮膚炎．Linda	H.	Eaton,	Janelle	M.	Tipton,	Margaret	
Irwin（鈴木志津枝，小松浩子　監訳)：がん看護PEPリソース　患者アウトカムを高めるケアのエビ
デンス．医学書院，52－63，180－197，367－394，2013．
21.	 佐浦隆一，増島麻里子：Ⅰ．がんのリハビリテーションに関する正しい知識の普及.がんのリハビリ
テーショングランドデザイン作成ワーキンググループ（編）：がんのリハビリテーショングランドデ
ザイン．金原出版，7－48，2013．
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〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2013 年 1 月～ 3 月＞
20.	 坂上明子，谷本真理子，増島麻里子，斉藤しのぶ，小澤治美，中村伸枝：看護実践能力自己評価ポー
トフォリオの改訂に向けた取り組み．千大看紀要，35，15－20，2013.
23.	 中村伸枝，谷本真理子，坂上明子，増島麻里子，斉藤しのぶ，小澤治美，河井伸子：看護学部におけ
るキャリア教育の体系化とキャリアポートフォリオの導入．千大看紀要，35，21－24，2013.
24.	 柴田純子，佐藤まゆみ，西育子，笠谷美保，瀬尾智美，増島麻里子：日本におけるがん患者対象のサ
ポートグループの評価方法に関する文献レビュー．千葉県立保健医療大学紀要4(1)，41－46，2013．
＜ 2013 年 4 月～ 12 月＞
25.	 長坂育代,	眞嶋朋子：外来で化学療法を受ける乳がんの女性が不確かさと折合いをつけるプロセスを
支える看護介入.	日本がん看護学会誌，27(1),	21－30,	2013.
26.	 増島麻里子：日本のエンド・オブ・ライフケアの現状と課題，ナーシングトゥデイ．Vol28(3)，16－
21，日本看護協会出版会，2013．
【研究状況】
　成人看護学教育研究分野では，がん看護，終末期看護，専門看護師教育に関する研究を行っている．ま
た，がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン「国際協力型がん臨床指導者養成拠点」に取り組んでい
る．
　がん看護については，長坂らが，化学療法を受ける乳がん患者に関する看護介入についての研究報告を
行い(25)，増島らは，リンパ浮腫予防に関する研修プログラムについての研究成果を発表した(7,8)．さらに，
増島は,	リンパ浮腫に関する知見を執筆した(19,20)．その他，前立腺がん患者の妻のセクシュアリティ(1),	
化学療法を受ける肺がん患者(3)，経口抗がん剤で治療を受ける消化器がん患者(4)，再発・難治性リンパ
浮腫患者の治療の継続(5)，高齢がん患者(6)，一期的乳房再建術を受けた患者(14)に焦点を当てた看護支援，
ならびにがん患者の家族に対するサポートグループ運営(13)についての研究成果を発表した．また，がん
リハビリテーションの知識の普及について執筆し(21)，がん患者を対象とするサポートグループ評価方法
に関する報告をした(24)．文部科学省科学研究費補助金を受けて，増島らは，「がん体験者と子どもを含む
家族のためのサポートプログラムパッケージの開発」(挑戦的萌芽研究)に着手し，楠は，「補完・代替療法
に取り組むがん患者への看護支援モデルの開発と精練」（若手研究(B)）に，長坂は，「乳がんの女性の不
確かさに対するオンコロジーナースの看護実践」（若手研究(B））に継続して取り組んでいる．
　終末期看護については，増島は，日本のエンド・オブ・ライフケアの現状と課題について報告した(26)．
その他，高齢がん患者・慢性疾患患者のエンド・オブ・ライフケアに関する研究成果を国内(2,11,12,16,17)，
および海外(9,10)にて発表した．増島は，千葉大学COEスタートアッププログラム代表として，「生活文化
に即したエンド・オブ・ライフケア」に継続して取り組み，渡邉は，文部科学省科学研究費補助金を受け
て，「終末期がん患者と配偶者の相互作用を支える看護モデルの精練」（若手研究(B)）に着手している．
　専門看護師教育については，眞嶋らは，チーム医療を促進する専門看護師の臨床判断に焦点を当てた研
究成果を海外(15)，および国内(18)で発表し，文部科学省科学研究費補助金を受けて，「チーム医療を促進
する臨床判断に焦点をあてた専門看護師教育プログラムの開発」（基盤研究(B)）に継続して取り組んでい
る．
　がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン「国際協力型がん臨床指導者養成拠点」においては，がん
プロ全国e－learningクラウドシステムを用いて，38単位の専門看護師教育に利用可能なe－learning授業
を多数収録・公開し，国内の看護系大学での利用促進を図っている．さらに，e－learningの国際的な利
用を視野にアジアの看護系大学へのニーズ調査を開始した．また，主に千葉県下の緩和ケアに携わる多職
種を対象に「看取りを支えるチームアプローチ」に焦点を当てたインテンシブコースを企画開催した．
　その他，看護実践能力自己評価ポートフォリオの改訂・キャリアポートフォリオの導入に関する実践を
報告した(22,23)．
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第36号
－84－
老人看護学教育研究分野
〔原著〕
1.	 西田伸枝，田所良之，谷本真理子，正木治恵：在日コリアン高齢者１世における文化を尊重したデイ
サービスの意味，文化看護学会誌，5(1)，12-19，2013．
2.	 高橋（竹垰）弥生，谷本真理子，正木治恵：外来看護における糖尿病患者のセルフケア確立に向けた
対人援助技術，17(2)，113-123，2013．
〔学会発表抄録〕
3.	 Takahashi	Y:		Practical	knowledge	of	nursing	for	end-of-life	chronic	respiratory	disease	as	seen	in	
interactions	among	patients,	families,	and	nurses.	16th	East	Asian	Forum	of	Nursing	Scholars,	75,	
Thai,	2013.
4.	 Kawai	Nobuko,	Yoshiyuki	Takahashi,	Yuko	Ohara,	 ;	Yayoi	Takahashi,：Structural	Elements	 for	
Understanding	and	Evaluation	of	Continuity，16th	East	Asian	Forum	of	Nursing	Scholars,	Thai,	
2013
5.	 J.Koike,	H.Okamoto,	A.Chino,	T.Namiki,	H.Masaki：Investiogation	on	nurses	at	Japanese	traditional	
herbal	(Kanpo)	medicine	outpatient	clinic，16th	East	Asian	Forum	of	Nursing	Scholars,	Thai,	2013.
6.	 J.Koike,	H.Okamoto,	A.Chino,	T.Namiki,	H.Masaki:	The	realization	of	Kanpo-specific	nursing	care	
by	reflection	in	nursing	practice，16th	East	Asian	Forum	of	Nursing	Scholars,	Thai,	2013
7.	 H.Masaki,	S.Ide,	M.Kataoka,	M.Tsujimura,	P.	Zhang,	K.Iida:	Ethical	Issues	related	to	percutaneous	
endoscopic	gastrostomy	and	 tube	 feeding	of	elderly	people	 in	Japan	 -	Approches	of	 the	Japan	
Academy	of	Gerontological	Nursing,	The	20th	 IAGG	Congress	of	Gerontological	and	Geriatrics,	
Korea,	2013.
8.	 Pingping	Zhang,	Mariko	Otsuka,	Mariko	Zensho,	Reiko	Tsuji,	Harue	Masaki,	Katsuko	Kanagawa:	
Current	Situation	of	Discharge	Instructions	for	Elderly	Stroke	Patients	Receiving	Nursing	Care	-A	
review	of	the	Japanese	literature-,	The	Journal	of	Nutrition,	Health	&	Aging,	Korea,	2013.
9.	 Shimizu	Y，Mizuno	M，Uchiumi	K，Seto	N,	Masaki	H:	How	nurses	grasp	blood	glucose	variation	
in	pattern	management:	a	nurse's	view	point,	IDF	World	diabetes	congress,	Australia,	2013.
10.	 正木治恵：教育講演；高齢者のEnd	of	Life	Care,	第18回日本糖尿病教育・看護学会学術集会，54，
2013．
11.	 高橋良幸，河井伸子，正木治恵，古庄夏香，南家貴美代，前田ひとみ：質的統合法（KJ法）の看護
研究における魅力と課題，第33回日本看護科学学会学術集会講演集，226，2013
12.	 松本晴美，田所良之，正木治恵：回復期リハビリテーション施設で医療者とともにつくり出される脳
卒中患者の「動き」，第５回文化看護学会学術集会抄録集，16，2013．
13.	 山田楓，田所良之，谷本真理子，正木治恵：不確かさと共にあるSLE患者のあり様，第7回日本慢性
看護学会学術集会誌，7(1)，A90，2013．
14.	 冨樫理恵，田所良之，谷本真理子，正木治恵：集中治療下における看護師の高齢者看護に対する認識
と実践，千葉看第19回学術集会集録，43，2013．
15.	 寺田智美，河井伸子，正木治恵：災害時居住地外での血液透析を強いられた患者のセルフケアの実態，
第16回日本腎不全看護学会学術集会誌
16.	 大原裕子，河井伸子：糖尿病看護領域の研究から明らかとなっている糖尿病患者に関する研究知見の
動向，第33回日本看護科学学会学術集会講演集，385
17.	 八木範子，河井伸子，正木治恵，谷本真理子：認知症高齢者への対人援助過程における関係構築技術,
日本老年看護学会第18回学術集会，113，2013．
18.	 寺尾洋介，高橋良幸，正木治恵，谷本真理子：特別養護老人ホーム入居高齢者への家族のかかわりを
支えるもの―最後まで通い続ける家族を対象に―,日本老年看護学会第18回学術集会，200，2013．
19.	 坂井さゆり，正木治恵，桑田美代子，吉岡佐知子，西山みどり，河井伸子，松本啓子，遠藤和子，長
江弘子：高齢者のエンド・オブ・ライフ・ケア看護師教育プログラム（ELNEC-JG）を修了した看護
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師の実践知，第33回日本看護科学学会学術集会講演集，560，2013．
20.	 岩崎友理子、谷本真理子、正木治恵：再発予防の看護援助を通してみられる軽症脳卒中患者の持てる
力，第33回日本看護科学学会学術集会講演集，527，2013．
〔報告書〕
　なし
〔単行書〕
　なし
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
21.	 松本晴美，田所良之，正木治恵：回復期リハビリテーション施設で医療者とともにつくり出される脳
卒中患者の「動き」，日本リハビリテーション看護学会誌，3(1)，27-33，2013．
22.	 亀石千園，谷本真理子，正木治恵：パーキンソン病患者がもつ身体像,	 日看科会誌,	33(2),	51～61,	
2013．
23.	 正木治恵，屋久裕介，渡邉賢治：平成24年度千葉大学国際プロジェクト　ソーラー住宅建築国際大会
「Solar	Decathlon	Europe	2012」における看護学研究科大学院生の活動とその意義，千葉大看紀要，
35，31-36，2013．
24.	 正木治恵，田中裕二，岩瀬靖子，藤田水穂，高橋良幸，渡邉美和：千葉大学看護学部のブランド力強
化の取り組み，千葉大看紀要，35，37-42，2013．
25.	 グスタフ・ストランデル，阿部俊子，正木治恵，井出訓，片岡万里，辻村真由子，張平平：日本老年
看護学会第18回学術集会特集Ⅰ：交流集会　高齢者の胃瘻造設や経管栄養に関する決定プロセスと，
選択権をはじめとする倫理上の問題に関する多国間でのとらえ方の相違から学ぶ（第３報）―スウ
エーデンの意思決定支援の実際および国会議員の法制化に向けた取り組みから現状打開に向けた方策
を検討する―，老年看護学，18(1)，40-44，2013．
26.	 河井伸子：【今どきの65歳以上がわかる　高齢者ケアのキーワードとケース・スタディ15】高齢者が
「自分らしく生きる」ことを支える支援　高齢者の人生の歩みに沿う看護，糖尿病ケア10（10），978-
979，2013
27.	 河井伸子：【今どきの65歳以上がわかる　高齢者ケアのキーワードとケース・スタディ15】高齢者の
糖尿病にかかわるキーワード　身体・生活の変化に伴う心理的変化，糖尿病ケア10（10），937，2013
28.	 河井伸子：【今どきの65歳以上がわかる　高齢者ケアのキーワードとケース・スタディ15】高齢者の
糖尿病にかかわるキーワード　転倒骨折しやすくなる，糖尿病ケア10（10），934，2013
29.	 石橋みゆき，岩瀬靖子，田所良之：平成22年度「慢性疾患の革新的包括マネジメント実現へ向けた国
際的医薬看研究者育成プログラム」派遣者報告－英国ロンドン大学キングスカレッジ　フローレンス
ナイチンゲール看護学部への派遣を通して，千葉大看紀要，35，25-30，2013．
30.	 中村伸枝,	谷本真理子，坂上明子，増島麻里子，斉藤しのぶ，小澤治美，河井伸子：看護学部におけ
るキャリア教育の体系化とキャリアポートフォリオの導入，千葉大看紀要，35，21-24，2013
　老人看護教育研究分野では，老人看護と慢性疾患看護に関する教育・研究を行っている．
　老人看護に関しては，高齢者の家族に関する研究（18），老人看護の実践に関する研究（8，14，17），
高齢者の終末期に関する研究（7，10，19，25）を行った．	
　慢性疾患看護に関しては，慢性疾患患者のエンドオブライフケアに関する研究（3），膠原病患者の対象
理解に関する研究(13)，神経難病患者の対象理解に関する研究（22），脳血管疾患患者のあり様に関する研
究（12，20，21），災害時の慢性疾患看護に関する研究（15）に取り組み発表した．	
　糖尿病看護に関しては，糖尿病患者の対象理解に関する研究（26，27，28），糖尿病患者への看護実践
に関する研究(2，4，9)、糖尿病看護研究の実態把握調査（16），に取り組み発表を行った．
　その他，和漢看護に関する研究（5，6）、老人看護における文化や異文化看護に関する研究（1，29），
看護学教育に関する研究（24，30），看護研究方法に関する報告（11），学生の海外活動に関する報告
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（23）を行った．
　今年度は，昨年度に引き続き、正木が「高齢者の豊かな最晩年を創出する終生期ケア質指標の開発」
（文部科学省研究補助金（基盤研究B），田所が「日本における患者 ‐ 看護師間の対人援助関係の構築・
促進・維持に関する看護援助の特徴」（科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究C）），
河井が「２型糖尿病患者の主体的な生活を支える連続性を基盤とした看護実践評価指標の開発」（科学研
究費助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究C））を受け，研究を進めている．また、新たに高橋
が「終末期慢性呼吸器疾患患者への患者アウトカム評価を含む相互作用看護実践モデルの作成」（科学研
究費助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究C））を受け、研究に取り組んでいる。
精神看護学教育研究分野
〔学会発表抄録〕
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team	nursing.	6th	World	Psychiatric	Association	Anti-stigma	Section,	Program	&	Abstracts,	161,	
2013.
2.	 Iwasaki	Y:	Recovery	-	a	way	to	anti-stigma.	6th	International	Meeting	of	WPA	Anti-stigma	Section	
Program	&	Abstracts,	111,	2013.	
3.	 Nosaki	A,	Otsuka	K,	Hanzawa	S,	 Iwasaki	Y.：Small	group	program	 to	 improve	 resilience	 of	
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16th	EAFONS	Developing	International	Networking	for	Nursing	Research,	Abstract,	403,	2013.
4.	 Zhang	P	&	Iwasaki	Y:	Nursing	situation	related	to	women’s	health	issues	in	rural	areas.	The	16th	
East	Asian	Forum	of	Nursing	Scholars,	404,	2013.	
5.	 張平平，岩﨑弥生：都市化の進行に伴う中国農村女性が感じるストレス―内陸部A農村部の調査から．
文化看護学会第5回抄録集，18，2013．
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Support	 in	Child	 and	Adolescent	 Inpatient	Psychiatric	Wards	 in	 Japan.	World	Psychiatric	
Association	International	Congress	2013,	Program.	38,	Vienna,	2013.
7.	 Nosaki	A,	Otsuka	K,	Hanzawa	S,	Iwasaki	Y：Psychological	Impact	of	Great	East	Japan	Earthquake	
for	Migration:	 Symptoms	 of	 PTSD	 of	 Japanese-Brazilian	Children	Living	 in	 Japan.	World	
Psychiatric	Association	International	Congress	2013,	Program.	38,	Vienna,	2013.	
8.	 阿部玲子,	石丸美奈,	宮﨑美砂子：親を介護しながら就労している中年期の独身男性介護者の経験．日
本地域看護学会第16回学術集会抄録集,	119,	2013.
9.	 井上万寿江：児童精神科病棟におけるfamily-centered	careの実施に向けた看護師の教育ニーズにつ
いての分析.	第54回日本児童青年精神医学会総会抄録集,	351,	2013
10.	 井﨑京子,	小早川里絵,	野﨑章子,	塚原高広:　自治体病院看護師の勤務継続に関連する要因の検討.	第
44回日本看護学会-看護管理-学術集会抄録集,	166,	2013.
11.	 柏原祐太,	安齋美穂,	岩坂亜紀子,	木村あゆみ,	土井美希子,	菊地信示郎,	周　敏敏,		森　ますみ,	森内加
奈恵,	山本美佐江,	野崎章子：コーピングスキルの向上に継続看護が果たした役割―解離性障害の患
者の事例を通して―.	日本精神科看護学術集会誌,	56(1),	364-365,	2013.
12.	 野崎章子：在日ブラジル人児童のレジリアンス.	 第54回日本児童青年精神医学会総会抄録集,	350,	
2013.
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13.	 板橋直人,	野崎章子,	小池純子,	半澤節子,	永井優子,	小川錦次：地域で生活する統合失調症患者に対す
る精神科看護職者の認識の変化　看護方式変更後1年5ヵ月後に着目して.	自治医科大学看護学ジャー
ナル,	10,	109，2013．
〔研究状況〕
　本研究分野では，国内外の精神看護実践の質向上のための研究活動に取り組んでいる．特に，精神障害
児・者とその家族を対象とした障害者本人の体験や力量に焦点を当てた研究を中核に据え，精神看護にお
ける援助技術の開発に関する研究を継続している．中国農村部の女性，在日外国人児童などを対象とした
メンタルヘルス支援に関する研究も継続して行っている．そして，今年度から新たに認知症をもつ人の家
族への支援に関する研究に着手した．
　精神障害者の看護援助に関する研究では、アンチスティグマの視点から障害者の回復に関する研究成果
を発信した（2）。メンタルヘルスに関する研究では，中国農村部の女性の健康問題やストレスに関する研
究や，東日本大震災による在日ブラジル人児童の心理的影響やレジリエンスに関する研究をまとめた
（3,4,5,7,12）.家族支援に関する研究としては，井上は文部科学省科学研究費補助金の助成を受け，家族支
援のための児童思春期精神看護における継続教育プログラムの検討についての研究を行っている(6,9)．ま
た、阿部は中年期の独身男性介護者の経験に関する研究成果を発信した（8）．
　これらの他に，看護師のコーピングスキルの向上に継続看護が果たした役割に関する研究,看護師の勤
務継続に関連する要因や地域で生活する統合失調症をもつ方に対する看護師の認識の変化に関する研究の
成果を発信した(1,10,11,13)．
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	 ＊2013年3月まで本研究科教員
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務研究」の成果と課題～保健師就業年数群別の特徴～．日本地域看護学会第16回学術集会講演集，68，
2013．
	 ＊2013年3月まで本研究科教員
5．	 桑原ゆみ，宮﨑美砂子：一市町村国保の特定健康診査不定期受診者への定期受診を促す支援プログラ
ムの試行～特定保健指導初回場面を活用した支援プログラム実施と実施直後の評価～．日本地域看護
学会第16回学術集会講演集，84，2013．
6．	 鈴木久美＊，石丸美奈，宮﨑美砂子：保護者と保健師の協働による発達障がいを持つ子どもの親の会
立ち上げプロセス～保護者の経験・活動からの分析～．日本地域看護学会第16回学術集会講演集，87，
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32．	宮﨑美砂子：大災害時における市町村保健師の公衆衛生看護活動．保健医療科学，62(4)，414-420，
2013.
〔研究状況〕
　地域看護学教育研究分野では，行政サービスを担う保健師の活動方法に焦点をあて，家族や地域で生活
する人々に個別に関わる看護を基盤にしながら，ケア体制作り，地域づくり，行政施策づくりにかかわる
公衆衛生看護の専門知識・技術の開発に取り組んでいる．
　宮﨑は，厚生労働科学研究費補助金の研究分担者として「東日本大震災の被災地の地域保健活動基盤の
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組織体制のあり方に関する研究」に取り組み，報告書をまとめた（27，28）．また，平成22年度～24年度，
文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）を受けて，「予防活動の持続・発展に影響を与える体制・シ
ステム構築に関する地域看護技術」に取り組み(12)，報告書をまとめた（26）．引き続き平成25年度より，
文部科学省科学研究費補助金（基盤研究B）を受けて，「予防活動の持続・発展のための地域看護実践ガ
イドの作成と普及に関する研究」に取り組んでいる．
　石丸は，「保健師への課題解決支援を通して追求する人材育成と現任教育のあり方に関する研究」につ
いて，平成22年度～25年度，文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）を受け，調査研究に取り組んだ
（4，14，21，22）．	また，分担研究者として，「行政保健師の実践の充実を目指した業務研究サポートモ
デルの開発」（基盤研究C，研究代表者：杉田由加里）（3，13，25），「‘個から地域へ’展開する保健師の思
考過程に着目した公衆衛生看護実践モデルの開発」（挑戦的萌芽研究，研究代表者：山田洋子）に取り組
んでいる。	
　時田は平成23年度より，文部科学省科学研究費補助金（若手研究Ｂ）を受け，「自立支援法施行後の保
健部門の保健師による精神保健活動の個別支援のあり方の導出」に取り組んでいる．飯野は平成24年度よ
り，文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）を受け，「住民との共働による生活習慣病予防活動の評
価指標の開発」に取り組んでいる．
　また，宮﨑は，医学部・薬学部・看護学部が平成19年度から共同して取り組んでいる専門職連携教育
（IPE）に推進メンバーの１人としてかかわり,平成23年度から，関連事業として特別経費プロジェクト「専
門職連携能力の高い医療系人材の持続的育成のための基盤強化」の推進にかかわっている（25）．
訪問看護学教育研究分野
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49.	 諏訪さゆり：Ⅱ　看護の役割と看護実践　生活リズムを整えるための基本的ケア　身だしなみに関す
るケア．日本看護協会（編），介護施設の看護実践ガイド．医学書院，96－101，2013.
50.	 諏訪さゆり：Ⅱ　看護の役割と看護実践　退所（居）時の援助．日本看護協会（編），介護施設の看
護実践ガイド．医学書院，132－135，2013.
51.	 諏訪さゆり：資料　認知症に対する理解とケア．日本看護協会（編），介護施設の看護実践ガイド．
医学書院，184－192，2013.
52.	 諏訪さゆり（監修）：認知症ケア標準テキスト　改訂4版認知症ケア事例集．一般社団法人日本認知症
ケア学会（編），株式会社ワールドプランニング，2013．
【総説・単報・実践報告・資料・その他】
＜ 2013 年 1 月～ 3 月＞
53.	 諏訪さゆり：「認知症ケア事例ジャーナル」をどのように読み，なにを学ぶのか．認知症ケア事例
ジャーナル5(4)，406－410，2013．
54.	 能川琴子，辻村真由子，島村敦子，諏訪さゆり：訪問看護師とホームヘルパーのスムーズな連携を可
能にする方策の検討　医療ニーズの高い在宅療養者への支援に焦点を当てて．保健医療福祉連携，
5(2)，100，2013．
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55.	 辻村真由子：研究会報告　第4回文化看護学会研究会報告　ケアと現象学的身体論．文化看護学会誌，
5(1)，52，2013．
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56.	 辻村真由子，小川綾乃，小西優子，権平くみ子，椎名美恵子：＜座談会＞新卒看護師を訪問看護ス
テーションで育てたい！　コミュニティケア，15（4），46－51，2013．
57.	 齋藤磨理子，諏訪さゆり，島村敦子，辻村真由子：新卒訪問看護師の育成に必要な環境と教育体制．
コミュニティケア，15（4），56－61．2013．
58.	 長江弘子，吉本照子，辻村真由子，松永敏子，山木まさ，星野惠美子，澤田いつ子，保坂和子，権平
くみ子，池田幸，豊田智生，田中智美，長江未能子：「協会」「大学」「ステーション」で協働する千
葉県の地域連携型人材育成の試み＜第2報＞　学習支援体制を現場でつくる!「新卒訪問看護師教育プ
ログラム」の開発．訪問看護と介護，18(4)，313－319，2013．
59.	 田中智美，長江麻友子，矢萩裕子，吉本照子，辻村真由子：誌上女子会　新卒だって大丈夫！「訪問
看護」から始めればこその成長が．訪問看護と介護．18（8），616－623，2013．
60.	 長江弘子，吉本照子，辻村真由子，松永敏子，山本まさ，星野恵美子，澤田いつ子，保坂和子，権平
くみ子：【新卒訪問看護師育成プログラム】①「新卒訪問看護師育成プログラム」の開発と概要　組
織として“現場”を支える公的仕組みを全国に．訪問看護と介護．18（8），624－631，2013．
61.	 辻村真由子，長江弘子，吉本照子：【新卒訪問看護師育成プログラム】②「訪問看護実践センター」
による“学習支援体制”の構築と成果　新卒者だけでなく指導者・管理者も支援する．訪問看護と介護．
18（8），632－635，2013．
62.	 吉本照子，長江弘子，辻村真由子，保坂和子，権平くみ子，池田幸，豊田智生：【新卒訪問看護師育
成プログラム】③“学習支援ツール”としての「自己評価票」の開発と活用　業務を通した主体的・効
果的な学習を支援する．訪問看護と介護．18（8），636－641，2013．
63.	 長江弘子，吉本照子，辻村真由子，松永敏子，山木まさ，保坂和子，権平くみ子：平成25年度（暫定
版）千葉県看護協会・千葉大学看護学研究科共同開発　新卒訪問看護師育成プログラム運用における
学習支援マニュアル．1－27，2013．
64.	 グスタフ・ストランデル，阿部俊子，正木治恵，井出訓，片岡万里，辻村真由子，張平平：高齢者の
胃瘻造設や経管栄養に関する決定プロセスと，選択権をはじめとする倫理上の問題に関する多国間で
のとらえ方の相違から学ぶ（第3報）－スウェーデンの意思決定支援の実際および国会議員の法制化
に向けた取り組みから現状打開に向けた方策を検討する－．老年看護学，18（1），40－44，2013．
65.	 長江弘子，吉本照子，辻村真由子，保坂和子：自律的な新卒訪問看護師を育成する　看護学基礎教育
と現任教育とのシームレスな協働的継続教育の提案．看護教育，54（10），920－926，2013．
66.	 諏訪さゆり：認知症になっても暮らせるまちづくりは合意形成から．認知症ケア事例ジャーナル，6
（3），278－279，2013．
【研究状況】
　訪問看護学教育研究分野では，地域で生活する高齢者や認知症を持つ在宅療養者に焦点を当てて研究を
行っている．本年は，フィンランド・イギリスにおける一人暮らし高齢者の支援や認知症高齢者の行動・
心理症状（BPSD）の薬物療法の支援に関する現地調査，平成23年度より継続して，認知症者の生活障害
と効果的なケアスキルに関する調査を実施した．
　諏訪は，「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」（平成23～24年度厚生労働科
学研究費補助金　認知症対策総合研究事業　研究代表者：朝田隆）に関する研究成果を発表した．新たに
は，「BPSDの薬物療法を実施している在宅認知症高齢者と家族のための支援指針の開発」（平成25～28年
度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(B））および日本訪問看護財団で実施している「在宅認知症者
のステージごとの生活障害と行動・心理症状に応じたケアガイドの開発」（平成25年度老人保健健康増進
等事業）に研究代表者として取り組んでいる．
　辻村は，研究分担者として取り組んだ「家族支援のための家族の抱く信念アセスメント指標の開発」
（文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（B）），研究代表者：石垣和子）や千葉県看護協会と共同開発
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した「新卒訪問看護師育成プログラム」に関する研究成果を発表した．また，平成25年度から「一人暮ら
し高齢者の在宅療養生活を支える訪問看護モデルの構築」（平成25～27年度文部科学省科学研究費補助金
（若手研究(B)）の研究代表者，「アジア圏における看護職の文化的能力の評価と能力開発・臨床応用に関
する国際比較研究」（平成25～27年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(A)，研究代表者：野地有
子）の研究分担者としてそれぞれ取り組んでいる．
　島村は，「認知症高齢者の身体疾患悪化予防を目指す訪問看護導入アセスメント指標開発の基礎調査」
（平成23～24年度文部科学省科学研究費補助金（若手研究B））に関する研究成果を発表した．また，新た
に平成25年度文部科学省科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）を受け，「訪問看護師が有する療養生活の
場にある『空気を読む』能力の解明への挑戦」の研究代表者として取り組んでいる．
保健学教育研究分野
[ 原著 ]
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1.	 Chen	T,	Lee	 JS,	Kawakubo	K,	Watanabe	E,	Mori	K,	Kitaike	T,	Akabayashi	A:	Features	 of	
perceived	neighborhood	environment	associated	with	daily	walking	 time	or	habitual	exercise:	
differences	across	gender,	 age,	 and	employment	 status	 in	a	community-dwelling	population	of	
Japan.	Environmental	Health	and	Preventive	Medicine,	1-9,	2013.
2.	 Naoki	 Ikegami,	Sumie	 Ikezaki:	Nursing	Homes	and	End-of-Life	Care	 in	 Japan.	 Journal	 of	 the	
American	Medical	Directors	Association,	14(10),	718-23,	2013.	
3.	 池上直己,	池崎澄江:	遺族による終末期ケアの評価　病院と特別養護老人ホームの比較．日本医療・
病院管理学会誌,	50(2),	127-38,	2013.
4.	 熊谷たまき,	藤村一美,	池崎	澄江：中壮年期にある人々のワーク・ファミリー・コンフリクトが健康
に及ぼす影響と社会的支援の効果の検討,	医療看護研究,	9(2),	36-44,	2013.
[ 学会発表抄録 ]
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5.	 Shigeko	(Seiko)	Izumi,	Chihoko	Sakurai,	Mariko	Tanimoto，Mariko	Masujima,	Hiroko	Nagae,	Sumie	
Ikezaki:	Older	Adults’	perceptions	about	end	of	life	in	Japan:	Different	perspectives	by	trajectories.	
The	Annual	Assembly	of	the	American	Academy	of	Hospice	and	Palliative	Medicine(AAHPM)	and	
Hospice	and	Palliative	Nurses	Association(HPNA),	New	Orleans,	2013.
6.	 櫻井智穂子,	増島麻里子,	長江弘子,	池崎澄江：がんと共に生きる高齢者が望むエンド・オブ・ライフ
(終生期)の生き方に関わる要因．第27回日本がん看護学会学術集会講演集，161,	2013.
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7.	 Sumie	 Ikezaki,	 Shigeko,	 Izumi,	Hiroko	Nagae,	Chihoko	 Sakurai,	Mariko	Masujima,	Mariko	
Tanimoto:	Expectation	 for	end	of	 life:	perspectives	of	older	adults	 in	Japan.	20th	 IAGG	World	
Congress	of	Gerontology	and	Geriatrics.	296,	2013.
8.	 Tamaki	Kumagai,	Kazumi	Fujimura,	Sumie	 Ikezaki,	Kyoko	Ueno:	A	 survey	 	 study	 	 on	 	 the	
categorization	of		violence	at	hospitals	and	posttraumatic	stress	disorder	in	nurses	at	general	and	
psychiatric	hospitals	 in	Japan.	International	Council	of	Nursing	(ICN)	25th	Quadrennial	Congress,	
29,	2013.
9.	 Kazumi	Fujimura,	Tamaki	Kumagai,	Sumie	Ikezaki,	Kyoko	Ueno:	Hospital	nurses’	recognition	and	
traumatic	experience	of	violence	from	patients:	comparative	analysis	of	nurses	in	different	wards.	
International	Council	of	Nursing	(ICN)	25th	Quadrennial	Congress,	16,	2013.
10.	 北池正，野地有子，和住淑子，黒田久美子，錢淑君，赤沼智子，鈴木友子：看護学教育におけるFD
マザーマップの開発と大学間共同活用について．第33回日看科会学術集会，222，2013．
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11.	 北池正，川島啓二，遠藤和子，鈴木友子：看護学教育におけるFDマザーマップの開発と大学間共同
活用の促進プロジェクト．日本看護研究学会誌，36(3)，107，2013．
12.	 北池正，鈴木友子，野地有子，和住淑子，黒田久美子，錢淑君，赤沼智子：看護学教育におけるFD
マザーマップの開発と大学間共同活用の促進プロジェクト．千葉看第19回学術集会集録集，60，2013．
13.	 鈴木友子，北池正，遠藤和子，野地有子，和住淑子，黒田久美子，錢淑君：看護系大学がFD活動に
おいて感じる困難とFD企画実施状況との関連について．第33回日看科会学術集会，445，2013．
14.	 大野稔子，北池正，鈴木友子：乳がん看護認定看護師教育課程修了者の実態調査．第33回日看科会学
術集会，473，2013．
15.	 辻村真由子，野地有子，北池正，西山正恵，池袋昌子：韓国の看護系大学における学部学生の文化的
能力を高める教育的取り組みとその背景．第33回日看科会学術集会，674，2013．
16.	 渡辺悦子，李廷秀，森克美，片岡裕介，深堀敦子，朴淙鮮，北池正：中学生における過体重と活動的
または不活動時間との関連．第78回日本民族衛生学会，2013．
17.	 渡辺	悦子，李	廷秀，森	克美，片岡	裕介，北池	正，浅見	泰司：居住地域の特性と中学生の日常身体
活動との関連，東京大学空間情報科学研究センター全国共同利用研究発表大会，2013．
18.	 熊谷たまき，上野恭子，藤村一美，池崎澄江：医療福祉現場における精神健康と労働職場環境が離職
意向に及ぼす影響．医療看護研究，10(1)，88，2013．
19.	 石丸美奈，杉田由加里，時田礼子，飯野理恵，宮﨑美砂子，池崎澄江，佐藤紀子，細谷紀子：A県内
保健師が自ら行った業務研究への評価と推進要件～市町村保健師に焦点をあてて～．千葉看第19回学
術集会集録，33，2013
20.	 石丸美奈，池崎澄江，時田礼子，飯野理恵，宮﨑美砂子，佐藤紀子，細谷紀子：保健師が評価する業
務研究の成果内容－A県内保健師の質問紙調査から－，第72回日公衛会抄録集，545，2013．
21.	 和泉成子，谷本真理子，池崎澄江，長江弘子，増島麻里子，櫻井智穂子：高齢者のエンド・オブ・ラ
イフ(終生期)の生活と望ましい最期の迎え方．	第18回日本緩和医療学会学術大会プログラム抄録集，
499，2013．
22.	 櫻井智穂子，増島麻里子，長江弘子，谷本真理子，池崎澄江：高齢がん患者が望むエンド・オブ・ラ
イフ(終生期)の生き方に関わる要因．	第18回日本緩和医療学会学術大会プログラム・抄録集，365，
2013．
23.	 谷本	真理子，長江弘子，櫻井智穂子，池崎澄江，増島麻里子，和泉成子：終末期予後予測困難な非
がん高齢慢性疾患患者の“望む生活”を支えることと阻むこと．第33回日看科会学術集会，287，2013．
24.	 藤田淳子，辻村真由子，藤川あや，池崎澄江，福井小紀子：在宅ケアにおける多職種連携行動を評価
するツールの作成．	第33回日看科会学術集会，250，2013．
[ 報告書 ]
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25.	 赤沼智子，大野稔子，北池正：千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター認定看護
師教育課程（乳がん看護）外部評価報告書，2013．
26.	 野地有子，北池正，辻村真由子，池崎澄江，田所良之，池袋昌子，西山正恵：東アジア圏における看
護師の文化的対応能力に関する国際比較研究．平成24年度千葉大学研究支援プログラム実施報告書
（科学研究費助成事業の応募支援），2013．
27.	 北池正，流山市養護教諭部会：平成24年度流山市小中学生学習意欲・生活習慣向上プログラム結果報
告書．流山市教育委員会，1-51，2013．
[ 総説・短報・実践報告・資料・その他 ]
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28.	 和住淑子，遠藤和子，黒田久美子，鈴木友子，錢淑君，野地有子，北池正：看護学教育におけるFD
マザーマップの開発(1)FDマザーマップ試案作成までの道のり．看護教育，54(3)，192-199，2013．
29.	 遠藤和子，黒田久美子，鈴木友子，錢淑君，野地有子，和住淑子，北池正：看護学教育におけるFD
マザーマップの開発(2)FDマザーマップの活用法．看護教育，54(4)，298-304，2013．
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[ 研究状況 ]
　北池は，小中学生を対象とした学習意欲・生活習慣向上プログラムを開発し，実施した上で評価を行
なっている(1,16,17,27)．また，看護師の文化的対応能力に関する研究(15,26)や，看護学教育におけるFDマ
ザーマップの開発(10-13)に取り組んでいる．
　池崎は，終末期ケアに関する研究に従事しており(3,21-24)、その中でも高齢者を対象として研究（2,	7）
に取り組んでいる。また、在宅ケアにおける多職種連携の評価ツールの作成に関わっている（24）。
病院看護システム管理学
〔学会発表抄録〕
〈2013 年 4 － 12 月〉
1.	 手島恵:分科会Ⅱ看護の高まり―看護学の発展と魅力ある看護教育,看護職が生涯学び続けることの意
義－大学の継続教育に果たす役割－.第18回日本看護サミット愛知‘13プログラム,16,2013.
2.	 石飛悦子,手島恵:大学病院における看護継続教育担当の人材開発と育成－職務記述書の作成・活用を
通して―.第17回日本看護管理学会年次大会講演抄録集,176,2013.
3.	 三浦比呂子,手島恵:がん専門領域における大学認定活動とその活動評価－役割の可視化と明確化の試
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17.	 小林美亜,池田俊也:経済的観点から看護職の業務整理・再編を考える	より専門性を発揮できる環境整
備に向けて.看護管理,23(13),1104-1110,2013.
〔研究状況〕
　手島は、日本看護管理学会教育委員会の活動の一環として、看護管理者に求められるコンピテンシーに
ついて検討し、効果的な看護管理者の研修について研究を行っている。
　小林は、第七次看護職員需給見通し期間における看護職員需給数予測の妥当性を検討するともとに、潜
在看護職員数の推計に取り組んでいる(9)。
地域看護システム管理学
　本領域では主に、地域ケアのシステム化の推進を担う看護管理者の考え方,	看護職者の役割行動,評価お
よび力量開発について研究教育を行っている．本年は、施設ケアマネジャーの役割が不明確な中で、特別
養護老人ホームにおける認知症ケアに関する教育役割の遂行（4）、国が精神障害を有する人の地域生活移
行を推進する中で、退院後の地域生活の継続に向けた支援システムの構築（17）について、修士課程修了
生とともに報告した。また、看護職者の自律性、在宅ケアシステムを担う訪問看護師の実践が期待される
中で、看護師の自己教育力（2,15）および高齢者の胃瘻造設における訪問看護師による家族支援（3）の
研究動向について,博士後期課程在籍者とともに報告した。
　吉本は,介護老人保健施設のケア職者と家族の協働による在宅支援（平成24年度科学研究費補助金（基
盤研究（C））,研究代表者）に関し、多職者の連携による家族の意思決定支援（1，14）について報告した。
また訪問看護の人材確保に向けて,千葉県看護協会および訪問看護ステーションと新卒訪問看護師教育プ
ログラムの開発（2012年度ジェロントロジー研究助成,研究代表者）に取り組み,新卒訪問看護師の学習支
援ツール（5，19）について報告した。
　杉田は、特定保健指導スキルに関する研究（23，24）や、重症化予防の保健指導に関するモニタリング
項目（25）について報告した。さらに、教育研究機関が関わる行政保健師の実践の充実を目指した業務研
究サポートモデルの開発にむけて、全保健所に対し業務研究への取り組みに関する調査を実施し、報告し
た（6,7,12）（平成24年度科学研究費補助金（基盤研究（C））,研究代表者）。
〔学会発表〕
1.	 吉本照子,	杉田由加里,	八島妙子,茂野香おる,渡邉智子:	介護老人保健施設の在宅支援に対し利用者の家
族介護者が認識するよい点および問題点．日本地域看護学会第16回学術集会講演集,120,2013.
2.	 能見清子,	杉田由加里,吉本照子；看護師の自己教育力の実態および開発方法に関する研究の検討．第
33回日本看護科学学会学術集会講演集．654,2013.
3.	 小熊亜希子,吉本照子、杉田由加里,守田恵理子,綿貫成明,林稚佳子：意思表出が困難な高齢者の胃瘻造
設における家族介護者の認識と訪問看護師の支援の現状と課題．日本看護科学学会第33回日本看護科
学学会学術集会講演集．359,2013．
4.	 森下裕子,	吉本照子,杉田由加里.特別養護老人ホームにおける認知症ケアの質改善に向けた継続的学習
支援の仕組みづくり ‐ 施設ケアマネジャーによる認知症ケアの質向上への取り組み ‐ ．日本認知症
ケア学会2013年度関東地域大会抄録集．22,2013．
5.	 吉本	照子,	長江	弘子,	辻村	真由子：新卒訪問看護師の自律的な学習を支援するための自己評価票試
案の1年間使用後の評価．第72回日本公衆衛生学会総会抄録集,435,2013.
6.	 杉田由加里，松下光子，石丸美奈，石川麻衣，井出成美，緒方泰子：保健所保健師の業務研究に関す
る実態と促進要因．日本地域看護学会第16回学術集会講演集,56,2013.
7.	 杉田由加里，松下光子，石丸美奈，石川麻衣，井出成美：保健所の統括的な立場の保健師が業務研究
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千葉看第19回学術集会講演集，45，2013.
13.	 黒河内仙奈，酒井郁子，松平裕佳，山本則子：高齢者訪問看護質指標を用いたインターネット訪問看
護支援システム―リハビリテーションケアにおける有用性の検討―．日本老年看護学会第18回学術集
会抄録集，184，2013．
14.	 黒河内仙奈，酒井郁子，松平裕佳，山本則子：高齢者訪問看護質指標を用いたインターネット訪問看
護支援システム―リハケアにおける看護師の自己評価―，第33回日看科会学術集会抄録集，344，
2013．
15.	 小宮浩美，酒井郁子，黒河内仙奈：精神科入院患者の強みを取り入れた退院準備状況アセスメント尺
度の開発－評定者間信頼性－．千葉看第19回学術集会講演集，48,2013．
16.	 小宮浩美，荻野雅，渡辺浩美，酒井郁子，黒河内仙奈：精神科入院患者の退院準備状態アセスメント
尺度の開発―信頼性・妥当性の検討―．第33回日看科会学術集会抄録集，634，2013．
[ 報告書 ]
〈2013 年 4 － 12 月〉
17.	 酒井郁子：認知症高齢者の身体合併症治療時の看護スキルと看護管理方法の開発．（研究課題番号：
21390605，研究代表者：湯浅美千代）平成21年～平成24年度科学研究補助金（基盤研究(B)）研究成
果報告書，2013．
18.	 酒井郁子：高齢者訪問看護質指標を用いたインターネット訪問看護支援システム―リハビリテーショ
ンケアにおける有用性の検討―．（研究課題番号：20249086，研究代表者；山本則子）平成20～24年
度科学研究費補助金（基盤研究(A)）研究成果報告書，2013．
[ 単行書 ]
〈2013 年 4 － 12 月〉
19.	 酒井郁子：第II章	看護管理のスキル	6.連携と協働	B．他職種との連携．手島恵，藤本幸三編：看護
学テキストシリーズNiCE	看護管理学．南江堂，184－190，2013．
20.	 酒井郁子：Ⅳ	医療安全・チーム医療　第3章	患者中心の医療を志向する組織人の育成を目指した千
葉大学亥鼻IPE．石崎雅人，野呂幾久子（編）：これからの医療コミュニケーションへ向けて．篠原
出版新社，163-178，2013．　
[ 総説・短報・実践報告・資料・その他 ]
〈2013 年 1 － 3 月〉
21.	 酒井郁子：総合大学医療系3学部の専門職連携教育プログラムを開発した教職員の連携とコミュニ
ケーション．日本ヘルスコミュニケーション学会雑誌，4（1），26－30，2013．
22.	 高橋平徳,	小河祥子,	朝比奈真由美,	石井伊都子,	酒井郁子,	中村伸枝,	伊藤彰一,	岡田聡志,	黒河内仙奈,	
鈴木優章,	関根祐子,	田邊政裕,	前田崇,	増田和司,	宮﨑美砂子：千葉大学の学士課程IPEにおけるFD/
SDの試み．保健医療福祉連携，5（2），90－91，2013．
〈2013 年 4 － 12 月〉
23.	 酒井郁子：【人口減少時代の人的資源管理　看護管理者に期待される役割とは】未来のチーム医療に
向けた「専門職連携」教育・実践の潮流．看護管理，23（10），878－883，2013．
24.	 酒井郁子：【行動制限の実際と最小化に向けての取り組み】	高齢者施設における行動制限．精神科治
療学，	28(10)，1307－1312，2013．
25.	 吉本照子，茂野香る，渡邊智子，八島妙子，井上映子，杉田由加里，酒井郁子：介護老人保健施設に
おける看護職，介護職，リハビリテーション職，および支援相談員の在宅支援行動．日本老年看護学
会誌，18（1），46－55，2013.
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〔研究状況〕
　ケア施設看護システム管理学では，回復期リハビリテーション病棟や介護保険施設，地域密着型居宅介
護事業所等の長期ケア施設における看護・介護システム管理，高齢脳卒中患者への看護，高齢者の生活リ
ズム調整，せん妄ケアに関する研究教育活動をおこなっている．平成25年度は修士課程大学院生8名，博
士後期課程大学院生7名となった．
酒井は，研究代表者である科学研究補助金（基盤(B)）「回復期リハビリテーション病棟における看護管理
実践の理論化と普及（研究課題番号22390437）」（平成22年度～平成25年度）の成果について学会発表（2，
3）に取り組んだ．
　専門職連携教育（IPE）に関しては，日本看護管理学会第17回学術集会における教育講演（4，23），第
16回北日本看護学会学術集計における特別講演（5），成果研究の投稿（1，22）と学会発表（6，7），テキ
ストの執筆（20）および雑誌の執筆（21）を行った。さらに，酒井が分担研究者を務める科学研究費（基
盤研究(C)）「インタープロフェッショナル教育がプロフェッショナリズムの涵養に与える影響（研究代表
者：山本武志，研究課題番号：24590621）」について取り組んだ。また，酒井が分担研究者を務めた科学
研究補助金（基盤研究(B)）「認知症高齢者の身体合併症治療時の看護スキルと看護管理方法の開発（研究
代表者：湯浅美千代，研究課題番：21390605）」（平成21年～平成23年）について研究成果報告書の作成
（17）および学会発表（11，12）をおこなった．さらに、分担研究者を務めた科学研究補助金（基盤研究
(A)）「高齢者訪問看護質指標を用いたインターネット訪問看護支援システムの有効性検討（研究代表者：
山本則子，研究課題番号：20249086）」（平成20年～平成24年）の研究成果報告書の作成（18）および学会
発表（13，14）に取り組んだ．せん妄ケアに関するプロジェクト研究の成果について学会発表（8－10），
看護管理に関するテキストの執筆（19），長期ケア施設に関する論文（25）および雑誌の執筆（24）を
行った．
　黒河内は，科学研究費補助金（研究活動スタート支援）「回復期リハビリテーション病棟の看護サービ
スへの脳卒中患者満足尺度の洗練と関連要因（研究課題番号：23890032）」（平成23年～平成24年），およ
び科学研究費（若手研究(B)）「回復期リハビリテーション病棟に勤務する看護師の職務満足を高める看護
管理実践の検討（研究課題番号：25862140）」に取り組んだ．
ケア開発研究部
[ 学会発表抄録 ]
◎和文
シンポジウム
1．	 野地有子：居宅療養管理指導事例のインタビュー調査からの現状と課題．日本健康・栄養システム学
会誌，13(1)，46，2013．
特別講演座長
2．	 野地有子：エンド・オブ・ライフからみたよるべなき時のケア．日本健康科学学会第29回学術大会抄
録集，146，2013．
国際ワークショップ
3．	 野地有子，長江弘子，深堀浩樹：ELNEC-G（高齢者版）エンド・オブ・ライフケア教育プログラム．
日本健康科学学会第29回学術大会抄録集，177，2013．
一般演題
4．	 辻村真由子，野地有子，北池正，西山正枝，池袋昌子：韓国の病院における外国人患者への対応の現
状と課題-看護師の文化的対応能力のアセスメントツールの作成に向けて日本健康科学学会第29回学
術大会抄録集，195，2013.
5．	 大島紀子，野地有子：看護職による長時間労働面談の実施について－A社の取り組みについての現状
と課題－．日本健康科学学会第29回学術大会抄録集，199，2013.
6．	 白尾聡子，村上理代，野地有子：新人看護師へのメンタリングにフェイスマークを導入して．日本健
康科学学会第29回学術大会抄録集，194，2013.
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7．	 金子美千代，野地有子：交代制勤務者の乳がん検診希望率を向上させるための取り組みについて．日
本健康科学学会第29回学術大会抄録集，189，2013.
8．	 小山秀夫，杉山みち子，野地有子，宇田淳：管理栄養士による居宅療養管理指導：再生に向けての提
言－第１報　実態調査から－．第51回日本医療・病院管理学会学術総会演題収録集，293，2013.
9．	 野地有子，小山秀夫，杉山みち子，宇田淳：管理栄養士による居宅療養管理指導：再生に向けての提
言－第２報　事例インタビュー調査から－．第51回日本医療・病院管理学会学術総会演題収録集，
294，2013.
10．	辻村真由子，野地有子，北池正，西山正恵，池袋昌子：韓国の看護系大学における学部学生の文化的
能力を高める教育的取り組みとその背景．第33回日本看護科学学会学術集会講演集，2013．
11．	北池正，鈴木友子，野地有子，和住淑子，黒田久美子，錢淑君，赤沼智子：看護学教育におけるFD
マザーマップの開発と大学間共同活用の促進プロジェクト，千葉看護学会第19回学術集会講演集，60，
2013.
12．	北池正，野地有子，和住淑子，黒田久美子，錢淑君，赤沼智子，鈴木友子：看護学教育におけるFD
マザーマップの開発と大学間共同活用について．第33回日本看護科学学会学術集会講演集，222，
2013.
13．	鈴木友子，北池正，遠藤和子＊，野地有子，和住淑子，黒田久美子，錢淑君：看護系
	 大学がFD活動において感じる困難とFD企画実施状況との関連について．第33回日本看護科学学会学
術集会講演集，223，2013．
14．	小澤千聡，	高山芳栄，	疋田歩，	黒田久美子，	横尾英孝：糖尿病網膜症発症・進展阻止への教育支援の
効果　自覚症状のない段階からの眼科通院継続向上のための教育プログラム，糖尿病，56Suppl．1，
S-243，2013．
15．	黒田久美子，藤沼康樹，酒井郁子：実践と研究のʻわ（環・輪・和）ʼ を感じよう―領域横断型学会
の強みを活かす，千葉看護学会第19回学術集会講演集，17-18，2013．
16．	本田彰子，正野逸子，平山香代子，炭谷靖子，菊池和子，荒木晴美，王麗華，栗本一美，赤沼智子：
看護過程関連図作成における在宅看護領域アセスメントの特徴―在宅療養者・生活者をとらえる視点―，
日本看護学教育学会誌，第23回学術集会講演集，188，2013．
17．	本田彰子，正野逸子，炭谷靖子，荒木晴美，菊池和子，上野まり，赤沼智子，栗本一美，平山香代子，
王麗華：在宅看護における現任教育内容の体系化―個別学習支援プログラムOJTシートの活用と実際―，
日本看護学教育学会誌，第23回学術集会講演集，137，2013．
◎英文
18．	Noji,A．，	Koyama，	H．，	Sugiyama，	M．，	Uda，	J．，：Nutrition	Care	and	Home	Management	for	the	
Frail	Elderly	by	National	Long-Term	Care	Insurance	–	The	state	and	challenge	by	the	interview	
study	 for	 the	care	providers－．The	3rd	Global	Congress	 for	 the	Qualitative	Health	Research．	
Khon	Kaen，	Thailand，	2013．			
[ 報告書 ]
19．	小山秀夫，杉山みち子，野地有子，宇田淳他，日本・健康栄養システム学会：『居宅療養管理指導の
あり方に関する調査研究事業』居宅高齢者の栄養ケア・マネジメントのための居宅療養管理指導の実
態把握とその体制に関する研究．報告書（平成24年度厚生労働省老人保健事業推進等補助金（老人保
健健康増進等事業分）），2013．
20．	野地有子，北池正，辻村真由子，池崎澄江，田所良之，池袋昌子，西山正恵：東アジア圏における看
護師の文化的対応能力に関する国際比較研究、平成24年度千葉大学研究支援プログラム実施報告書
（科学研究費助成事業の応募支援），2013．
[ 総説・短報・実践報告・資料・その他 ]
21．	野地有子：クリティカルシンキングのわが国の看護教育における浸透と課題 ‐ クリティカルシンキ
ングを看護教員が身につける方策について，看護教育，54（6），450－456，2013．
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22．	和住淑子，遠藤和子＊，黒田久美子，鈴木友子，錢淑君，野地有子，北池正：看護学教育におけるFD
マザーマップの開発（１）FDマザーマップ試案作成までの道のり．看護教育，54（3），192－199，
2013．
23．	遠藤和子＊，黒田久美子，鈴木友子，錢淑君，野地有子，和住淑子，北池正：看護学教育における
FD	マザーマップの開発（２）FDマザーマップの活用法．看護教育，54（4），298－304，2013．
24．野地有子：第29回学術大会報告．日本健康科学学会誌，29(4)，257－262，2013．
	 ＊2013年３月まで、当研究科教員
[ 研究状況 ]
　本研究部の継続研究課題は、看護学教育研究共同利用拠点としてセンター事業の２つのプロジェクト研
究に取り組んでいる。６月には、協定校の米国サンディエゴ大学から、Connelly教授、Inston教授を迎え
て、大学院教育（PhDおよびDNP）におけるFDについて講演および、IOMレポートに関する研究会を開
催し、継続的に学内・国内・国際的研究の拠点づくりを行っている（11～13，22，23）。
　野地教授は、千葉大学研究支援プログラム（科研費申請支援）を受けた後、「アジア圏における看護職
の文化的能力の評価と能力開発・臨床応用に関する国際比較研究」（文部科学省科学研究費補助金　基盤
研究（A）研究代表者　野地有子）を開始した（4，10）。また、日本健康科学学会第29回学術大会長を務
め（2，4～7，10，20）、本邦初のELNEC-Gを米国からRoger	Strong博士を招聘し実施した(3)。
　黒田准教授は，個人の研究においては，「認知機能低下が生じた高齢インスリン療法患者・家族への援
助指針の開発」（文部科学省科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）研究代表者　黒田久美子）を新たに獲得
し、研究を開始した。センターの共同研究者とともに実施している「自己評価に基づく自施設完成型教育
担当者育成プログラムの精錬」（文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）），千葉大学大学院看護研
究科・医学部附属病院看護部連絡会議外来看護特別部会で取り組んでいる「病院外来における患者・市
民・実践者・研究者の新たなニーズや期待，役割発揮の可能性」（（文部科学省科学研究費補助金（基盤研
究（Ｃ））による看護専門外来に関する研究は継続中である。
赤沼講師は，個人の研究において在宅ケア領域の教育に関する研究を行った。（16，17）また、平成25年
度	科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）（基盤研究(C)）「訪問看護における臨床と教育機関の
連携融合教育-学習プログラムの開発」の共同研究者となり研究を開始した。研究成果として、在宅看護
における看護過程関連図（16）に関しては、３月にテキストとして出版予定である。
政策・教育開発研究部
〔学会発表抄録〕
〈2013 年 4 － 12 月〉
1.	 和住淑子，山本利江，斉藤しのぶ：「看護婦登録制度論争」におけるF.	Nightingaleの認識と行動の特
徴について．ナイチンゲール研究学会第34回研究懇談会資料，2013．
2.	 山本利江，和住淑子，斉藤しのぶ：19世紀大英帝国植民地時代のインドに対するF.	Nightingaleの諸
活動について．ナイチンゲール研究学会第34回研究懇談会資料，2013．
3.	 Shu	Chun	Chien,	Yoshiko	Wazumi,	Toshie	Yamamoto,	 Shinobu	 Saito,	Akiko	Nagata:	The	
Effectiveness	of	Nursing	Concepts	Inherited	from	Nightingale	for	the	Modern	Medical	Model.	The	
2013	 International	Nursing	Conference	on	Health,	Healing,	&	Harmony:	Nursing	Values.	Puket,	
Thailand.	(ID00050-6),	2013．
4.	 和住淑子，錢淑君：台湾「安寧緩和醫療條例（ホスピスケア法）」制定過程における看護職の貢献に
関する研究．第33回日本看護科学学会学術集会講演集，297，2013．
5.	 和住淑子，錢淑君：看護系大学の質保証のしくみに関する日本と台湾の比較．日本看護学教育学会第
23回学術集会講演集，233，2013．
6.	 鈴木友子，北池正，遠藤和子＊，野地有子，和住淑子，黒田久美子，錢淑君：看護系大学がＦＤ活動
において感じる困難とＦＤ企画実施状況との関連について．第33回日本看護科学学会学術集会講演集，
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445，2013．（＊2013年3月まで本研究科特任准教授）
7.	 藤田恵理子，和住淑子：心臓血管外科手術後患者の離床に対する看護師の判断に関する研究．千葉看
護学会第19回学術集会講演集，52，2013．
8.	 櫻井友美，和住淑子：独立型三次救急医療施設における初療看護師の着衣の細菌汚染度．日本救急看
護学会雑誌，15（3），269，2013．
9.	 風野美樹，高梨奈保子，和住淑子：集中治療室に入室する心疾患患者の便秘の実態把握と看護師の意
識．第44回日本看護学会成人看護Ⅰ学術集会抄録集，177，2013．
〔報告書〕
〈2013 年 1 － 3 月〉
10.	 和住淑子，石丸美奈，大島弓子，大森純子，小板橋喜久代，佐藤和佳子，手島恵，長戸和子：看護学
学術用語－現在・過去・未来－．日本看護科学学会看護学学術用語検討委員会（第11期報告書），
2013．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
〈2013 年 1 － 3 月〉
11.	 和住淑子，遠藤和子，黒田久美子，鈴木友子，錢淑君，野地有子，北池正：看護学教育におけるFD
マザーマップの開発（１）FDマザーマップ試案作成までの道のり．看護教育，54（3），192-199，
2013．
12.	 今村恵美子，長江弘子，和住淑子，斉藤しのぶ：平成24年度千葉大学公開講座「エンド・オブ・ライ
フ－看護学の視点から－」．千大看紀要，35，43－47，2013．
〈2013年4－12月〉
13.	 遠藤和子＊，黒田久美子，鈴木友子，錢淑君，野地有子，和住淑子，北池正：看護学教育におけるFD
マザーマップの開発（２）FDマザーマップの活用法，看護教育，54（4），298-304，2013．（＊2013年
3月まで本研究科特任准教授）
14.	 北池正,	鈴木友子,	野地有子,	和住淑子,	黒田久美子,	錢淑君,	赤沼智子：看護学教育におけるFDマザー
マップの開発と大学間共同活用の促進プロジェクト．千葉看護学会第19回学術集会講演集，60，2013．
15.	 錢淑君：あんまマッサージを通した身体活用．文化看護学会第５回学術集会抄録集，13，2013．
16.	 和住淑子：巻頭言　看護学学術用語－現在・過去・未来－，日看科会誌，33(2)，1，2013．
〔研究状況〕
　政策・教育開発研究部では，看護職者の役割の拡大や看護職者に寄せられる社会的ニーズにより効果的
に応えるための政策研究や，看護基礎教育と連動させた看護職者の生涯にわたる教育・人材・キャリア開
発のための研究を行っている．
平成25年度は，平成24年度に採択された科学研究費補助金（基盤研究（C））「F.	Nightingaleの業績を現
代に活かすための‘類比’の方法論に関する研究」の２年目にあたり，本研究の成果を発表した（1，2）．こ
れらの研究は，貧困，格差，地域医療，病院の経営破綻など19世紀末の英国における保健医療福祉上の課
題が，今日私たちが直面している課題と酷似していることから，F.	Nightingaleの傑出した問題解決思考
を明らかにし，それを今日の政策的問題を解決する際に，役立てるための‘類比’の方法論を検討したもの
である．
　また，看護の専門性の発揮を土台とした看護政策を検討するため，看護理論に関する研究も重ねている．
高度医療により延命処置を受けている終末期患者の事例分析より，F.	Nightingaleの看護理論に基づく実
践が，いかに終末期患者の人間としての生きる力を引出し，患者個人に合わせた食事，身体清潔などの生
活援助となり得たかを論述した（3）．
　さらに，グローバル化の推進を図るため，平成24年度より准教授として着任した錢が台湾出身であるこ
とから，日本と歴史的に深い関係を持つ隣国台湾の看護に関する研究も実施している．我が国では看護職
が国の保健医療政策の制定に中心的役割を果たすことはまれであるが，台湾の「安寧緩和醫療條例（ホス
ピスケア法）」は，一人の看護職が中心的役割を果たしてその制定への道を切り拓いた．同法成立に中心
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第36号
－106－
的役割を果たした看護職の視点からその政策活動の特徴を明らかにし，保健医療政策の策定・実現過程に
おける看護職の貢献について考察した（4）．また，日台両国における看護系大学の質保証のしくみを比較
することによって，我が国における看護系大学の質保証のあり方を検討した（5）．
　この他，特別経費により看護実践研究指導センターが実施している「看護学教育におけるＦＤマザー
マップの開発と大学間共同活用の促進」プロジェクトの成果の一部を発表した（6，11，13，14）．
　和住は，看護実践研究指導センター共同研究員とともに，科学研究費補助金（基盤研究（C））「自己評
価に基づく自施設完成型教育担当者育成プログラムの精錬」に取り組んでいる．この他，現場の看護師ら
と共に，看護実践上の課題を解明し解決するための看護実践研究を重ねている（7－9）．
　錢は，平成25年度より科学研究費補助金（基盤研究（C））「看護学生の『生活パターンと自覚症状の関
係チャート』及び生活改善プロトコ－ルの開発」が採択された．将来，人々の個別性を大切にしながら生
活支援をする重要な人材であると思われる看護学生を対象とした詳細な生活パターンと健康状態の関係
チャートと自覚症状を改善する生活支持体制の開発に取り組んでいる．
　今村は，科学研究費補助金（基盤研究（C））を受け，「日米高齢者のスピリチュアリティに関する質的
研究とスピリチュアリティ尺度開発」の研究を進めている．
災害看護学
〔原著〕
〈2013 年 1 － 3 月〉
1．	 Mary	Grace	Umlauf,	Tomoko	Komagata,	Eileen	Ruth	Chasens:The	Sleepy	Nurse	at	Work:	How	
insufficient	Sleep	and	Circadian	Imbalance	Promote	Errors.	文化看護学会誌,	5(1),	44-50,2013.
〔学会発表抄録〕
〈2013 年 4 － 12 月〉
2．	 前田崇，岡田聡志，朝比奈真由美，伊藤彰一，臼井いづみ，田邉政裕：医学部卒業生の進路と出身地
の関連に関する分析―千葉大学医学部におけるIRの実践．医学教育44補冊，122，2013．
3．	 岡田聡志，前田崇，朝比奈真由美，伊藤彰一，臼井いづみ，田邉政裕：学生の成績パターンと卒業時
満足度との関連:千葉大学医学部における分野別IRの実践．医学教育44補冊104，2013．
4．	 Maeda	T,	Okada	S,	Asahina	M,	Ito	S,	Usui	I,	Tanabe	M：The	practice	of	Institutional	Research	in	
Chiba	University	School	of	Medicine	and	Chiba	University	Hospital	 (1)	 :	Framework	of	IR．	The	
Association	for	Medical	Education	in	Europe,	Conference	Abstract,	603-604,	2013.
5．	 Okada	S,	Maeda	T,	Asahina	M,	Ito	S,	Usui	I,	Tanabe	M：The	practice	of	Institutional	Research	in	
Chiba	University	School	of	Medicine	and	Chiba	University	Hospital	(2)	:	An	analysis	of	Graduation	
Questionnaire.	The	Association	 for	Medical	Education	 in	Europe,	Conference	Abstract,	603-604,	
2013.
6．	 駒形朋子，高崎順子，松崎幸江，栗城深雪，佐藤裕子，佐々木恵：「その時，看護は」～災害時の看
護エスノグラフィー慢性疾患を持つ患者さんの災害急性期の物語．第19回千葉看護学会講演集，2013．
7．	 Inoue	M,	Nosaki,A,	Komagata,T.:Assessing	Nurses'	Educational	Needs	Regarding	Family	Support	
in	Child	and	Adolescent	 Inpatient	Psychiatric	Wards	 in	 Japan.	World	Psychiatric	Association	
International	Congress	2013,	Program.	38,	Austria	Center	Vienna	27-30	October	2013.
8．	 神藤猛：報告「防災における医療危機管理」．「前内閣危機管理監・危機管理研究会」．政策研究大学
院大学．2013．
9．	 神藤猛：災害看護における危機管理．日本オペレーションズリサーチ学会．防衛と安全研究部会．政
策研究大学院大学．2013．
10．	臼井いづみ：高性能シュミレータを用いたチーム医療トレーニング－医療者教育におけるシュミレー
ション教育の現状について－，日本オペレーションズリサーチ学会，防衛と安全研究部会．政策研究
大学院大学．2013
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〔単行書〕
〈2013 年 1 － 3 月〉
11．	望月由紀：トマス・ホッブズ,	仲正昌樹編,政治思想の知恵	―マキャベリからサンデルまで―,	法律文
化社,	26-40,	2013	
〈2013 年 4 － 12 月〉
12．	臼井いづみ：海外の看護教育におけるシミュレーション教育，阿部幸恵（編著），臨床
	 実践力を育てる！看護のためのシミュレーション教育．医学書院，31-37，2013．
13．	望月由紀：発話行為と主体の成立、あるいは主体の受動性について,	仲正昌樹編,	アレテイア16,	御茶
ノ水書房,	17-37,	2013年
14．	駒形朋子：「暮らしぶり」の数え方：日常生活行動をマラリア感染のリスクを考える．南裕子（監
修）新川加奈子，大野夏代，神原咲子（編集），国際看護学　グローバル・ナーシングに向けての展
開．中山書店，96-97，2013．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
〈2013 年 1 － 3 月〉
12．	臼井いづみ＊：千葉大学大学院医学研究院附属クリニカル・スキルズ・センター（CCSC）充実した
環境のシミュレーション・ラボ．看護展望，38(2)，147-154，2013．
	 （＊2013年3月まで千葉大学大学院医学研究院教員，4月より本研究科教員）
〈2013 年 4 － 12 月〉
13．	田邉政裕，臼井いづみ：千葉大学クリニカル・スキルズ・センター―千葉大学医学部付属病院―．医
療福祉建築，180，16-17，2013
エンド・オブ・ライフケア看護学
〔原著〕
〈2013 年 1 － 3 月〉
◎和文
1.	 櫻井智穂子.	眞嶋朋子：終末期の緩和を目的とした療養への移行におけるがん患者の家族の決断の“ゆ
れ”に関する研究.文化看護学会誌.5(1).20-27.2013.
2.	 関本仁*：戦前の女子講義録における独学者の意識についての一考察.早稲田教育評論.27(1).131-
151.2013.
	 *2014年1月より本研究科教員
◎英文
〈2013年4－12月〉
3.	 Nagae	H.	Tanigaki	 S.	Okada	M.	Katayama	Y.	Norikoshi	C.	Nishina	Y.	 Sakai	M:	 Identifying	
structure	and	aspects	 that	 ‘continuing	nursing	care’	used	 in	discharge	support	 from	hospital	 to	
home	care	in	Japan.	International	Journal	of	Nursing	Practice.	19.	50-58.	2013.
〔学会発表抄録〕
〈2013 年 1 － 3 月〉
◎和文
4.	 谷垣靜子.乗越千枝.長江弘子.岡田麻里.仁科祐子：マグネット訪問看護ステーション管理者の組織育成
に関する研究：第17回日本在宅ケア学会学術集会抄録集.150.2013.
5.	 片山陽子.長江弘子.斉藤信也.酒井昌子.谷垣静子.乗越千枝.仁科裕子.岡田麻里.終末期における非がんを
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含む慢性疾患３類型別にみた訪問看護師の予後予測：第17回日本在宅ケア学会学術集会抄録
集.104.2013.	
6.	 辻村真由子.長江弘子.吉本照子.他：訪問看護ステーション.看護協会.大学が協働した新卒訪問看護師育
成プログラムの試み－自律性を育てるための学習支援体制の構築と新卒訪問看護師の成長.第17回日
本在宅ケア学会学術集会抄録集.118.2013.
7.	 櫻井智穂子.増島麻里子.長江弘子.池崎澄江：がんと共に生きる高齢者が望むエンド・オブ・ライフ
（終生期）の生き方に関わる要因.第27回がん看護学会学術集会講演集.161.2013.
◎英文
8.		 Shigeko	(Seiko)	Izumi.	Chihoko	Sakurai.	Mariko	Tanimoto.Mariko	Masujima.	Hiroko	NAGAE.Sumie	
Ikezaki:	Older	Adults’	perceptions	about	end	of	life	in	Japan:	Different	perspectives	by	trajectories.	
The	Annual	Assembly	of	the	American	Academy	of	Hospice	and	Palliative	Medicine(AAHPM)	and	
Hospice	and	Palliative	Nurses	Association(HPNA).	New	Orleans.	2013.
〈2013 年 4 － 12 月〉
◎和文
9.	 酒井	昌子.	片山	陽子.	斎藤	信也.	長江	弘子:がんを含む慢性疾患患者の「ターミナル期」における看
護師の予後予測(第1報)　訪問看護ステーション看護師の調査から.第18回日本緩和医療学会学術大
会.344.2013.
10.	 片山陽子.斎藤信也.酒井昌子.長江弘子.がんを含む慢性疾患患者に対する訪問看護ステーション看護師
の予後予測(第3報)　看取り体制と本人・家族の意向確認に焦点をあてて.第18回日本緩和医療学会学
術集会.344.2013年6月
11.	 斎藤	信也.	片山	陽子.	長江	弘子.	酒井	昌子.非がん患者に対する緩和ケア	在宅での非がん患者の緩和
医療における予後の予測　在宅療養支援診療所医師への調査から：第18回日本緩和医療学会学術大
会.163.2013.
12.	 櫻井	智穂子.増島	麻里子.長江	弘子.和泉	成子.谷本	真理子**.池崎	澄江：高齢がん患者が望むエンド・
オブ・ライフ（終生期）の生き方に関わる要因.第18回日本緩和医療学会学術大会	プログラム・抄録
集.365.2013.
13.	 和泉	成子.谷本	真理子**.池崎	澄江.長江	弘子.増島	麻里子.櫻井	智穂子.関谷昇：高齢者のエンド・オ
ブ・ライフ・ケアと望ましい最期の迎え方.第18回日本緩和医療学会学術大会	 プログラム・抄録
集.499.2013.
14.	 吉本照子.長江弘子.辻村真由子：新卒訪問看護師の自律的な学習を支援するための自己評価票試案の1
年間使用後の評価.日本公衆衛生学会総会抄録集.72.2013.
15.	 谷本	真理子**.長江	弘子.櫻井	智穂子***.池崎	澄江.増島	麻里子.和泉	成子：終末期予後予測困難な非が
ん高齢慢性疾患患者の“望む生活”を支えることと阻むこと.第33回日本看護科学学会学術集会講演
集.287.2013.
16.	 長江	弘子.谷本	真理子**.櫻井	智穂子***.増島	麻里子.和泉	成子：慢性疾患を抱えながら自宅で生活する
高齢者の“望む生活”を支えることと阻むこと.第33回日本看護科学学会学術集会講演集.287.2013.
17.	 谷垣靜子.乗越千枝.長江弘子.仁科祐子.岡田麻里：訪問看護師が働き続けられる訪問看護ステーション
の特徴.第33回日本看護科学学会学術集会講演集.348.2013.
18.	 坂井さゆり.正木治恵.桑田美代子.吉岡佐知子.西山みどり.河井伸子.松本啓子.遠藤和子.長江弘子.高齢者
のエンド・オブ・ライフ・ケア看護師教育プログラム（ELNEC-JG）を修了した看護師の実践知.第33
回日本看護科学学会学術集会講演集.560.2013.
16.		関本仁＊.講義録による学びと学習者の意識について　—学習者のライフヒストリーから—.教育史学会	
第57回大会	発表要綱集録.48－49.2013年10月.
	 *2014年1月より本研究科教員.**2013年3月まで本研究科教員.***2013年9月まで本研究科教員
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◎英文
17.	 Sumie	 Ikezaki.	Shigeko.	 Izumi.	Hiroko	Nagae.	Chihoko	Sakurai***.	Mariko	Masujima.　Mariko	
Tanimoto**:	Expectation	 for	end	of	 life:	perspectives	of　older	adults	 in	Japan.	20th	IAGG	World	
Congress	of	Gerontology	and	Geriatrics.	296.	2013.
18.	 Shigeko	 (Seiko)	 Izumi.	Mariko	Tanimoto**.	Chihoko	Sakurai***:	Conversations	 about	 advance	
planning	 towards	 end-of-life:	Experiences	 of	 Japanese	 families.	The	Gerontological	 Society	 of	
America’s	66th	Annual	Scientific	Meeting.	94.	2013.
	 **2013年3月まで本研究科教員.***2013年9月まで本研究科教員
〔報告書〕
〈2013 年 1 － 3 月〉
19.	 谷垣靜子.乗越千枝.長江弘子.統合分野及び在宅看護学教育についての調査.報告書.2013.
20.	 山本則子、上野桂子、佐藤美穂子、長江弘子、永田智子、西垣昌和、深堀浩樹、福井小紀子、本田彰
子、山田雅子、平成24年度先導的大学改革推進委託事業：高齢社会を踏まえた医療提供体制見直しに
対応する医療系教育の在り方に関する調査研究.看護学チーム報告書.307-448.2013.
〈2013 年 4 － 12 月〉
21.	 長江弘子、吉本照子、辻村真由子、新卒訪問看護師の自律性を育てる教育プログラムの開発と学習支
援体制の構築～教育プログラムの効果的な運用のための学習支援マニュアルの作成～.2012年度（前
期）一般公募在宅医療研究助成報告書．2013.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
〈2013 年 1 － 3 月〉
22.	 長江弘子.「退院支援力」の質を高めるエンド・オブ・ライフケアの視座.地域連携入退院支援.5巻6号	
Page71-76.2013.
23.	 田代真理.山田雅子.宇都宮宏子.吉田千文.長江弘子.内田千佳子.廣岡佳代.福田裕子.「退院調整看護師養
成プログラムと活動支援」研修プログラム修了者に対する交流会の報告.聖路加看護大学紀要.39号.61-
64.2013.
24.	 今村恵美子.長江弘子.和住淑子.斉藤しのぶ.平成24年度千葉大学公開講座「エンド・オブ・ライフ-看護
学の視点から-」.	千大看紀要.第35号.1-5.2013.
〈2013 年 4 － 12 月〉
25.	 長江弘子.吉本照子.辻村真由子.松永敏子.山木まさ他：「協会」「大学」「ステーション」で協働する千
葉県の地域連携型人材育成の試み＜第２報＞.学習支援体制を現場でつくる！「新卒訪問看護師育成
プログラム」の開発.訪問看護と介護.18（4）.313-319.2013.
26.	 長江弘子：患者・家族の生活文化に即したエンド・オブ・ライフケア．ナーシング・トゥデ
イ.28(3).8-15.2013.
27.	 長江弘子：看護実践に生かすエンド・オブ・ライフケア-その構成要素と課題．ナーシング・トゥデ
イ.28(3).22-26.2013.
28.	 櫻井智穂子：エンド・オブ・ライフケア看護実践のポイント　－「病状説明と治療の選択」「家族支
援」「療養の場の意思決定」を例に－.	ナーシング・トゥデイ.28(3).27-31.2013.
29.	 長江弘子.吉本照子.辻村真由子.松永敏子.山木まさ.他：【来たれ！新卒訪問看護師！　千葉県訪問看護
実践センター事業の試み】【新卒訪問看護師育成プログラム】「新卒訪問看護師育成プログラム」の開
発と概要組織として“現場”を支える公的仕組みを全国に.訪問看護と介護.18（8）.624-631.2013.
30.	 辻村真由子.長江弘子.吉本照子：【来たれ！新卒訪問看護師！　千葉県訪問看護実践センター事業の試
み】「訪問看護実践センター」による“学習支援体制”の構築と成果　新卒者だけでなく指導者・管理
者も支援する.訪問看護と介護.18（8）.632-635.2013.
31.	 吉本照子.長江弘子.辻村真由子.保坂和子.権平くみ子.他：【来たれ！新卒訪問看護師！　千葉県訪問看
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護実践センター事業の試み】“学習支援ツール”としての「自己評価票」の開発と活用　業務を通した
主体的・効果的な学習を支援する.訪問看護と介護.18(8）.636-641.2013.
32.	 谷垣靜子.長江弘子.岡田麻里.保科英子.國平茂子.前川珠木.安藤弥生：退院支援に取り組むスタッフを
サポートする病棟師長の組織的な取り組み.	看護展望.38巻8号	.0780-0783.2013.
33.	 長江弘子.吉本照子.辻村真由子.保坂和子.自律的な訪問看護師を育成する.看護学基礎教育と現任教育と
のシームレスな協働的継続教育の提案.看護教育.54（10）.920-926.2013.
〔研究状況〕
　本領域では，平成23-25年度千葉大学ＣＯＥスタートアッププログラム「生活文化に即したエンド・オ
ブ・ライフケア-慢性疾患患者と家族の生き方を支えるケアとエビデンスの構築」（研究代表者：増島麻里
子准教授）に共同研究者として参画し、本年度は本学、並びに研究協力機関で2年間の研究成果報告会を
行った。その成果が認められ継続研究課題として採択された。今後は成果発信とともにこれまでの分析結
果を検証する質問紙調査を計画している。また、エンド・オブ・ライフケア看護学で独自に進めている研
究「地域医療体制における予後予測の判断の共有化とチームアプローチに関する研究」を推進し在宅支援
診療所と訪問看護ステーションの予後予測に関する指標と合意形成、体制づくりに焦点をあてた調査を実
施し成果を学会、医学界新聞等で報告した。
　長江は平成24・25年度千葉県地域医療再生計画の5本柱の1つである在宅医療推進事業に参加しその中の
千葉県看護協会が主宰する訪問看護実践センター事業において、人材育成部長を務めている。地域看護シ
ステム管理学の吉本照子教授、訪問看護学の辻村真由子講師との共同研究で、わが国初の「新卒訪問看護
師育成プログラム」を開発している。これは千葉大学看護学研究科と看護協会と訪問看護ステーションと
が協働で取り組む県内の公的事業として位置づいており、在宅医療推進のための地域で協働する公的な人
材育成のしくみの構築として意義がある。一方、エンド・オブ・ライフケアの実践力を県内に担保する人
材育成のしくみとしても意義があり、自律性の高い訪問看護師の質的・量的確保のための方法論として位
置づけ一般化を目指している。今後、全国的規模で千葉県・千葉大学が取り組む人材育成モデルとして普
及を図る予定である。
　また長江が研究代表者をつとめる文部科学省研究費補助平成22－25年度基盤研究B「生活と医療を統合
する継続看護マネジメント能力を育成する教育プログラムの開発と検証」（22390440）において，開発し
た継続看護マネジメントの構成概念を用いて継続看護に関する暫定的教育プログラムを12月に実施・評価
を行った。加えて，長江が研究代表者を務める文部科学省研究費補助平成25-27年度挑戦的萌芽研究「豊
かな人生を共に生き、共に年を重ねる地域文化の創出（課題番号25671011）〕において，地域包括支援セ
ンターの職員と同一地域の住民を対象とした「エンド・オブ・ライフケア・ファシリテータの育成プログ
ラム」を開発中である。
認定看護師教育課程（乳がん看護）
〔原著〕
＜ 2013 年 4 月－ 12 月＞
1.	 田口智恵美，佐藤まゆみ，三枝香代子，浅井美千代，阿部恭子，白鳥孝子，広瀬由美子：経験の浅い
ICU看護師が看護実践で感じる困難．千葉看会誌，19(1)，11－18，2013．
〔学会発表抄録〕
＜ 2013 年４月－３月＞
2.	 大野稔子，長坂育代，眞嶋朋子：外来化学療法を受ける高齢がん患者の症状に対する思いと行動．第
27回日本がん看護学会学術集会講演集，308，2013．
3.	 阿部恭子，金澤麻衣子＊：若年乳がん患者の意思決定を支える看護実践．第21日本乳癌学会総会プロ
グラム抄録集，221，2013．（＊2013年３月博士前期課程修了）
4.	 大野稔子，北池正，鈴木友子：乳がん看護認定看護師教育課程修了者の実態調査．第33回日看科会学
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術集会講演集，221，2013．
5.	 白鳥孝子，浅井美千代，広瀬由美子，阿部恭子，佐藤まゆみ：外来通院する慢性期・回復期患者への
セルフマネジメント支援に関する学生の学び－外来実習の記録分析から－．第23回日本看護学教育学
会学術集会講演集，178，2013．
6.	 白鳥孝子，広瀬由美子，浅井美千代，阿部恭子，佐藤まゆみ：外来通院患者とのかかわりを通して得
た退院支援に関する学生の学び－外来実習の記録分析から－．第44回日看会抄録（看護教育），93，
2013．
7.	 坂井勇太，小野美奈子，造田泰子，阿部恭子：術後初回歩行援助の開始に戸惑う場面でのアセスメン
ト．第44回日看会抄録（成人看護Ⅰ），273，2013．
8.	 根本早絵，斎藤祐佳里，菊池春奈，山田真由子，福家友美子，阿部恭子：フローチャート導入による
退院支援の標準化と有用性の検証．第44回日看会抄録（看護管理），363，2013．
〔報告書〕
＜2013年１月－３月＞
9.	 赤沼智子，大野稔子，北池正：千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター認定看護
師教育課程（乳がん看護）外部評価報告書，2013．
〔研究状況〕
　認定看護師教育課程（乳がん看護）では，乳がん看護および乳がん看護認定看護師教育に関する教育実
践および研究を行っている．乳がん看護の実践に関するもの（3）と，乳がん看護認定看護師教育課程修
了者の実態に関するもの（4），乳がん看護認定看護師教育プログラムに関するもの（9）がある．また，
ICU看護師の困難や術後初回歩行援助，退院支援などの臨床実践に関わる研究(1，7，8)について報告した．
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